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特集①　救急救命のいま

　

毎
年
９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」。今
年
は
９
月
４
日（
日
）〜
10
日

（
土
）
の
１
週
間
を
救
急
医
療
週
間
と
し
て
、
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
加
え
て
、
社
会
の
高
齢
化
を
背
景
に
、
救
急
医
療
の

重
要
性
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。救
急
車
の
出
動
も
増
え
る
一
方

で
す
。「
救
え
る
命
」
を
救
う
た
め
に
、
一
刻
も
早
く
現
場
に
到
着
し

よ
う
と
、関
係
者
の
努
力
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
「
救
急
の
日
」
を
き
っ
か
け
に
、
救
急
医
療
へ
の
理
解
と
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
市
の
救
急
医
療
体
制
の
現
況
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部（
℡  
８
９
２
・
０
１
１
９
）

市
民
の
30
人
に
1
人
が

年
1
回
、搬
送
さ
れ
て
い
る

　

市
消
防
本
部
の
救
急
車
の
出

動
は
、
ど
れ
く
ら
い
あ
る
と
思
い

ま
す
か
？

　

16
年
度
の
統
計
に
よ
る
と
、

出
動
は
２
６
２
７
件
で
、
１
日

あ
た
り
７
・
２
件
。
２
５
３
７
人

が
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
４
年
前

の
12
年
度
に
比
べ
、
件
数
・
搬

送
人
数
と
も
に
約
23
％
と
大

幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
市
民
の

30
人
に
１
人
が
年
１
回
搬
送
さ

れ
た
計
算
に
な
り
ま
す
。
救
急

車
は
そ
れ
ほ
ど
身
近
な
存
在
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
救
え
る
命
」を
救
う

全
国
平
均
を
上
回
る

救
急
救
命
士
の
比
率

　

こ
れ
に
対
応
し
て
い
る
同
本

部
の
救
急
車
は
、
現
在
３
台
。
救

急
隊
員
は
11
人
で
、
３
人
一
組

通報と同時に出動する救急車

119 番通報を受ける司令室
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で
行
動
し
て
い
ま
す
。
救
急
車

３
台
の
う
ち
高
度
な
救
急
救
命

措
置
な
ど
を
行
え
る
高
規
格
救

急
車
が
２
台
配
置
さ
れ
て
い
て
、

隊
員
９
人
が
救
急
救
命
士
の
資

格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
救
命
士
は
、
患
者
を
病

院
に
搬
送
す
る
車
内
で
、除
細
動

（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
や
気
道
確
保

な
ど
の
高
度
な
救
急
処
置
を
行

う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
資

格
で
、平
成
３
年
に
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
の
統
計
（
15
年
）
で

は
、
救
急
隊
員
５
万
８
０
０
０

人
の
う
ち
、
１
万
３
７
０
０
人

が
救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
っ

て
お
り
、
心
肺
停
止
傷
病
者
の

救
命
率
は
６
・
６
％
と
一
般
隊
員

の
３
・
９
％
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。
市
で
は
救
急
救
命
士

の
比
率
が
高
く
、
市
の
救
急
医

療
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
し
て

い
ま
す
。

「
救
え
る
命
」を

救
う
た
め
に
は

　

と
こ
ろ
で
、
救
急
車
は
「
限
り

あ
る
資
源
」
と
も
呼
ば
れ
、
安
易

な
利
用
が
よ
く
問
題
に
な
り
ま

す
。
折
に
触
れ
て
「
利
用
は
真
に

必
要
な
と
き
に
」
と
の
ア
ピ
ー

ル
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
交
野

市
な
ど
周
辺
７
市
の
消
防
本
部

と
北
河
内
保
健
医
療
協
議
会
の

啓
発
ポ
ス
タ
ー
は
「
本
当
に
救

急
車
が
必
要
で
す
か
。タ
ク
シ
ー

を
利
用
で
き
ま
せ
ん
か
？
自
分

の
車
で
行
け
ま
せ
ん
か
？
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
救
急
車
以
外
に
搬

送
手
段
が
な
い
う
え
に
、
症
状

か
ら
み
て
緊
急
を
要
す
る
場
合

は
、
迷
わ
ず
「
１
１
９
」
番
に
通

報
す
る
こ
と
が
、
大
切
な
の
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
緊

急
時
に
冷
静
な
判
断
を
す
る
の

は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
救
急

車
の
適
正
な
利
用
が
、
よ
り
多

く
の
「
救
え
る
命
」
を
救
う
こ
と

に
つ
な
が
る
。
救
急
医
療
関
係

者
は
、そ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　大阪市内の医療センター病院救
急救命センターへ急送いただき、
その後、順調に回復し、良い方に
むかっています。手術を受けた病
院が遠く、緊急の時なのにオロオ
ロするばかりのところを、テキパ
キと助けていただきました。交野
に住んでいて良かったと実感いた
しました。（倉治、男性）

　昨夜、入れ歯の金具が
舌に引っかかり、救急を
お願いしたところ、近くに
対応する病院がなく、高槻
の病院まで搬送していた
だき、おかげさまで無事
に治療を終えて帰宅しま
した。本当にありがとうご
ざいました。（森南、男性）

　

一
人
暮
ら
し
の
体
の
弱
い
私
は
、

寒
い
夜
中
に
何
回
と
ご
迷
惑
を
か

け
、
10
回
程
、
救
急
隊
の
方
々
に
お

世
話
に
な
り
、
今
日
が
あ
り
ま
す
。

温
か
な
人
の
心
に
頭
が
下
が
り
ま

す
。（
松
塚
、女
性
）

救急車の利用者の声

救急隊員の声

　救急救命士にとって、人を助けるための技能と同じぐらい、
不安を取り除いてあげる気配りや心配りが重要だと考えてい
ます。それは、搬送される人が、救急車に乗るという緊張から、
違う病気になってしまう可能性もあれば、隊員との意思疎通

がかなわず症状や状態がうまく伝わら
ないこともあるからです。
　救急件数の増加で、私たちへの期待
に重圧を感じますが、その分やりがい
もあり、特に搬送した方からの快方の
手紙や元気な姿を見たときは、この仕
事に就いて本当に良かったと思います。

　

気
管
挿
管
や
薬
剤
投
与
な
ど
、
救
急
救

命
士
が
で
き
る
救
命
処
置
は
徐
々
に
拡
大

さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
ど
ん
な
に
急

い
で
も
救
急
隊
の
到
着
に
は
３
〜
５
分
か

か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
人（
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
）の
救
命
手
当

が
、命
を
救
う
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
も
、
救
命
講
習
会
な
ど
を
利
用
し

て
、
救
命
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1日あたり7.2件の出動

救急車の内部
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手づくりの図書館へようこそ

特集②　子ども文庫

子ども文庫一覧
文庫名 ところ 開室日・時間 問い合わせ

A森なかよし文庫 森区民ホール
（森南2） 毎週土曜日午後2時～3時30分 木曽さん

（℡  892・1433）

B天野が原第一文庫 さくら丘会館
（天野が原町2） 毎週水曜日午後2時～4時 雉花さん

（℡  893・9787）

Cえんがわ文庫 柳田さん宅
（天野が原町3）

毎週土曜日午後2時～4時30分
（ 第2土曜日は、午前10時30分～
正午も開室）

中嶋さん
（℡  893・0486）

D希望文庫 梅が枝ふれあい館
（梅が枝31） 毎週1・3土曜日午後2時30分～4時 上山さん

（℡  891・3018）

E妙見坂文庫 妙見坂自治会館
（妙見坂4） 毎週水曜日午後3時～5時 鈴木さん

（℡  893・8563）

Fきらきら文庫 妙見東自治センター
（妙見東3） 毎週土曜日午前10時～正午 石倉さん

（℡  892・0219）

G星田山手文庫 星田山手自治会館
（星田山手2） 第1・3土曜日午後2時～4時 柳原さん

（℡  892・3231）

　

平
成
16
年
の
第
50
回
小
・
中
・

高
校
生
の
読
書
調
査
（
全
国
学
校

図
書
館
協
議
会
）
に
よ
る
と
、
児

童
生
徒
の
１
か
月
の
平
均
読
書

冊
数
は
、
小
学
生
７
・
７
冊
、
中

学
生
３
・
３
冊
、
高
校
生
１
・
８

冊
。
１
か
月
間
に
本
を
１
冊
も

読
ま
な
か
っ
た
割
合
は
、
小
学
生

７
％
、
中
学
生
18
・
８
％
、
高
校

生
42
・
６
％
に
も
上
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の

発
達
・
普
及
、
子
ど
も
の
生
活
環

境
の
変
化
や
読
書
習
慣
の
未
形
成

な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
の
「
読
書

離
れ
」が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
交
野
の
子

ど
も
文
庫
は
、
子
ど
も
た
ち
に

「
良
い
本
を
！
よ
い
読
書
環
境

を
！
」
と
願
っ
て
、
家
庭
や
地
域

の
公
共
施
設
７
か
所
で
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
各
文
庫
で
は
、
本
の

貸
し
出
し
、
お
は
な
し
会
、
読
み

聞
か
せ
の
ほ
か
、
手
作
り
遊
び
、

お
正
月
会
、
七
夕
ま
つ
り
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
を
読
書
の
世
界
に
い
ざ
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の
一
つ
で

あ
る
、
え
ん
が
わ
文
庫
を
訪
ね
、

文
庫
の
内
容
や
活
動
に
つ
い
て
話

を
聞
き
ま
し
た
。

子ども文庫位置図
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え
ん
が
わ
文
庫

　
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
元
気
な

声
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
天

野
が
原
町
の
住
宅
街
の
一
角
に
あ

る
え
ん
が
わ
文
庫
を
訪
れ
ま
す
。

　

同
文
庫
は
、
週
に
一
度
の
子
ど

も
図
書
館
と
し
て
、
昭
和
48
年
に

天
野
が
原
町
３
丁
目
の
柳
田
道

子
さ
ん
宅
の
縁
側
で
、
市
か
ら
借

り
受
け
た
４
０
０
冊
の
本
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、長
年
、地
域
の
み
な
さ

ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

毎
年
、図
書
館
か
ら
借
り
た
り
、

文
庫
で
購
入
し
た
り
し
て
、
現
在

で
は
、
約
５
０
０
０
冊
に
ま
で
蔵

書
が
増
え
、子
ど
も
た
ち
が
、楽
し

み
な
が
ら
も
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

本
に
な
る
よ
う
に
と
選
ば
れ
た
絵

本
や
物
語
、
詩
、
科
学
な
ど
の
質

の
高
い
本
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

文
庫
の
運
営
は
、有
志
が
行
い
、

開
室
日
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
お

は
な
し
の
世
界
に
導
か
れ
、
絵
の

隅
々
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
に
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
、
お
は
な
し
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。部
屋
を
暗
く

し
て
ろ
う
そ
く
を
つ
け
、
昔
話
や

創
作
を
語
り
ま
す
。お
は
な
し
を

聞
く
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
し

た
顔
は
、
語
り
手
に
お
は
な
し
の

力
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。耳

か
ら
聞
く
言
葉
の
大
切
さ
と
、
そ

れ
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
る
想
像

力
。
文
庫
で
は
、
お
は
な
し
は
子

ど
も
た
ち
を
本
の
世
界
に
結
び
つ

け
る
と
考
え
て
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伝
統
の
行
事
が
う
す
れ

て
い
る
中
で
、
で
き
る
か
ぎ
り
い

ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
と

手
作
り
遊
び
、
自
然
と
人
間
の
深

い
か
か
わ
り
を
感
じ
な
が
ら
の
野

外
行
事
、
お
正
月
会
な
ど
を
催
し

て
い
ま
す
。

　

長
年
の
間
、
文
庫
に
携
わ
っ
て

き
た
柳
田
さ
ん
は
、
縁
側
で
本
の

貸
し
出
し
カ
ー
ド
の
整
理
を
し
な

が
ら
「
幼
い
と
き
に
、
本
の
楽
し

み
を
知
っ
た
子
ど
も
は
、
生
涯
読

書
を
し
、
読
書
を
通
じ
て
、
美
や

喜
び
や
強
く
生
き
る
力
を
も
ら
い

ま
す
。子
ど
も
の
本
、ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ（
お
は
な
し
）な
ど
に
関

心
の
あ
る
方
、
い
つ
で
も
仲
間
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」と
、話
し
て
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
ほ
っ
と
す
る
場
所
、

そ
し
て
本
が
好
き
に
な
る
、
ま
た
、

お
母
さ
ん
同
士
の
気
軽
な
子
育
て

談
話
の
場
所
へ
と
、
文
庫
は
地
域

に
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

か
た
の
子
ど
も
文
庫
連
絡
会

会
長
の
森
永
誓
子
さ
ん
は
、「
私

た
ち
は
文
庫
運
営
と
平
行
し
て

読
書
会
や
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。毎

回
、
市
の
図
書
館
の
方
々
も
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
て
喜
ん
で
い
ま

す
。文
庫
を
卒
業
し
た
子
ど
も
は

や
が
て
、
図
書
館
に
親
し
む
よ
う

に
な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。常
に

心
を
こ
め
て
、
子
ど
も
に
関
わ
っ

て
い
け
る
大
人
で
あ
り
続
け
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
心
境
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

よ
い
本
、
よ
い
読
書

環
境
へ
の
お
手
伝
い

　

幼
い
と
き
か
ら
、
食
事
や
歯
磨

き
の
よ
う
に
、
生
活
の
サ
イ
ク
ル

の
中
に
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で

も
親
子
で
本
を
楽
し
む
時
間
を
持

つ
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
願
い
は
、
読
書
に

よ
っ
て
想
像
力
を
培
い
、
時
代
や

国
を
越
え
て
読
み
継
が
れ
た
も
の

を
味
わ
う
こ
と
で
、自
然
や
人
を
、

歴
史
や
文
化
を
大
切
に
す
る
大
人

に
な
っ
て
、
次
の
時
代
を
担
っ
て

く
れ
る
こ
と
で
す
。

　

時
と
し
て
、
速
効
性
の
あ
る
も

の
や
、
新
し
い
も
の
ば
か
り
に
目

を
奪
わ
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、

あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
情
報
の
中
か

ら
、
確
か
な
も
の
を
見
極
め
る
力

を
、良
書
は
つ
け
て
く
れ
ま
す
。

　

今
の
大
人
に
で
き
る
こ
と
は
、

「
よ
い
本
を
読
ん
で
や
る
こ
と
」

「
よ
い
読
書
環
境
を
作
っ
て
や
る

こ
と
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
た
の
子
ど
も
文
庫
連
絡
会

中
嶋
智
子
さ
ん

紺貴博さん（左）と妹の愛未さん（右）

文庫に行くのが楽しみ

　ぼくは、３さいからえんがわぶんこにいっています。す
きなほんがたくさんかりられるので、きにいっています。
　いま、いちばんすきなほんは「えるまーのぼうけん」で
す。おはなしやこうさくがあったり、いろんなともだち
とあそべるので、いつもぶんこにいくのがたのしみです。

岩船小1年　紺　貴博さん

親子2代で文庫を利用

　30数年前、私も、えんがわ文庫 1期生として、のんび
り読書を楽しみ、友だちと遊んだ日々を思い出します。
親子 2代で利用できたことに、とても感謝しています。
　最初は、私が絵本を読み聞かせていたんですが、気が
付けば、息子が 2歳の妹に読み聞かせしていたので、う
れしくなりました。

保護者　紺　昌幸さん



17.09.01 (6)

市政のうごき

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査

投票　9月11日（日）午前7時～午後8時（各投票所）
即日開票　午後9時15分～（いきいきランド交野）

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
８
月

30
日
（
火
）公
示
さ
れ
、
9
月
11
日

（
日
）に
投
票
、
即
日
開
票
さ
れ
ま

す
。最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

各
投
票
区
の
区
域
と
投
票
所
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。家
庭
に
郵

送
さ
れ
る「
投
票
所
入
場
整
理
券
」

で
指
定
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

市
選
挙
管
理
委
員

会（
℡
８
９
２
・
０
１
２
１
）

棄
権
せ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う

〜
投
票
の
記
載
方
法
は
３
種
類
〜

　
　

 

　

小
選
挙
区
と
比
例
代
表
の
２
つ

の
選
挙
と
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
の
投
票
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
用
紙
に
記
載

す
る
内
容
が
異
な
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。比
例
代
表
選
挙
と

最
高
裁
判
所
国
民
審
査
の
投
票
用

紙
は
同
時
に
交
付
し
ま
す
。 

衆
議
院
議
員
総
選
挙 

▽ 

小
選
挙
区
選
挙　

大
阪
府
第
11

区（
定
数
１
人
） 

　

 

１
人
の
候
補
者
の
氏
名
を
正
し

く
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

▽ 

比
例
代
表
選
挙　

近
畿
ブ
ロ
ッ

ク（
定
数
29
人
） 

　

 

名
簿
届
出
政
党
な
ど
の
名
称

か
、
略
称
を
正
し
く
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。 

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査 

　

や
め
さ
せ
た
い
裁
判
官
の
氏
名

欄
の
上
に
あ
る「
×
を
書
く
欄
」に

「
×
」を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。や

め
さ
せ
な
く
て
よ
い
裁
判
官
に
つ

い
て
は
、
何
も
書
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。 

無
効
に
な
る
投
票 

　

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
、
記
載

さ
れ
て
い
る
内
容
に
よ
り
無
効
投

票
に
な
り
ま
す
。投
票
す
る
候
補

者
な
ど
を
は
っ
き
り
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
も
の
は
、
無
効
投

票
に
な
り
ま
す
。 

■
衆
議
院
議
員
総
選
挙 

▽ 

候
補
者
・
名
簿
届
出
政
党
な
ど

以
外
を
記
載
し
た
も
の 

▽ 

複
数
の
候
補
者
・
名
簿
届
出
政

党
な
ど
を
書
い
た
も
の 

▽ 

だ
れ（
い
ず
れ
）に
投
票
し
た
か

不
明
な
も
の 

▽
白
紙
投
票 

▽ 

誤
記
、
符
合
な
ど
、
関
係
の
な

い
も
の
を
書
い
た
も
の 

速　報
ホームページ
http://www. city.katano.osaka.jp/
投票速報　9月 11日（日）午前 8時～
開票結果　開票終了後～ 

各
投
票
区
と
投
票
所
案
内
図

倉
治
１
・
７
、東
倉
治
、神
宮
寺

倉
治
２
〜
６
・
８
・
９

「さあ投票
　　　選挙の主役はあなたです」

■
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査 

▽ 「
×
」以
外
の
事
項
を
記
載
し
た

も
の 

▽ 

ど
の
裁
判
官
に「
×
」を
記
載
し

た
か
分
か
ら
な
い
も
の 

投
票
で
き
る
人 

①
選
挙
人
名
簿
に
登
録
済
み
の
人

▽ 

3
月
1
日
ま
で
に
転
入
し
た
昭

和
60
年
６
月
２
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

②
転
入
で
新
た
に
投
票
で
き
る
人

▽ 

３
月
２
日
〜
５
月
29
日
に
転
入

届
を
出
し
た
昭
和
60
年
９
月
12

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
８
月

29
日
現
在
の
市
内
在
住
者
）

▽ 

５
月
30
日
〜
６
月
１
日
に
転
入

届
を
出
し
た
昭
和
60
年
９
月
２

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
９
月

１
日
現
在
の
市
内
在
住
者
）

投
票
で
き
な
い
人 

　

投
票
時
に
転
出
後
４
か
月
を
経

過
す
る
人
や
死
亡
者
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
。 

市
内
で
転
居
し
た
人 

　

８
月
22
日
以
降
に
市
内
転
居
の

届
け
出
を
し
た
人
は
、
転
居
前
の

住
所
の
投
票
所
で
投
票
。 

転
入
、転
出
し
た
人 

　

６
月
２
日
以
降
に
、
交
野
市
に

転
入
し
た
人
は
旧
市
区
町
村
で
、

交
野
市
か
ら
転
出
し
た
人
は
交
野

市
で
投
票
。た
だ
し
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
。 
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幾
野

郡
津

松
塚

梅
が
枝
、私
部
西
１

－

44
〜
47

私
部
２
〜
４
、私
部
西（
１

－

44
〜
47
を
除
く
）

私
部
１
・
５
〜
８
、青
山

音
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
「
選
挙

の
お
知
ら
せ
」を
郵
送
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
点
字
版
の
選
挙
公
報
も

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は

ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。（
す
で
に
申
し
込
み
を

し
た
こ
と
が
あ
る
人
に
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
郵
送
さ
れ
ま
す
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

府
選

挙
管
理
委
員
会
（
℡  
06
・
６
９ 

４
１
・
０
３
５
１
） 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧 

　

選
挙
人
名
簿
に
新
た
に
登
録
さ

れ
た
人
や
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
人
は
、
登
録
内
容
の
確

認
の
た
め
、
名
簿
を
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と 　

き　

８
月
30
日（
火
）・
９
月

３
日（
土
）〜
７
日（
火
）午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
２
階　

選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

投
票
所
で
困
っ
た
と
き
は

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い 

▽ 

入
場
整
理
券
を
忘
れ
た
り
、
な

く
し
た
り
し
た 

▽ 

け
が
な
ど
で
字
が
書
け
な
い 

▽
点
字
投
票
を
す
る 

▽
介
助
を
必
要
と
す
る 

投
票
所
に
備
え
て
い
る
も
の

▽ 

車
い
す
・
車
い
す
用
記
載
台
・

老
眼
鏡
・
点
字
器
・
点
字
の
候

補
者
名
簿
・
筆
談
用
ボ
ー
ド
・

ル
ー
ペ

在
外
選
挙
制
度 

　

在
外
選
挙
制
度
と
は
、
国
外
に

転
出
し
、
3
か
月
以
上
居
住
し
て

い
る
成
人
が
、
在
外
選
挙
人
名
簿

へ
の
登
録
申
請
を
し
、
登
録
さ
れ

た
後
の
国
政
選
挙
に
参
加
で
き
る

制
度
で
す
。登
録
さ
れ
る
と
衆
議

院
比
例
代
表
選
挙
と
参
議
院
比
例

代
表
選
挙
の
投
票
が
で
き
ま
す
。

在
外
公
館
を
通
じ
て
の
申
請
と
な

り
ま
す
の
で
、
家
族
が
海
外
に
滞

在
し
て
い
て
在
外
投
票
を
希
望
す

る
場
合
は
早
め
に
手
続
き
を
す
る

よ
う
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
帰
国
投
票

を
す
る
人
、
国
外
か
ら
国
内
に
住

所
を
移
し
、
ま
だ
国
内
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
期
日
前
ま
た
は
投
票
日
に
登

録
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
等
請
求

書
と
在
外
選
挙
人
証
を
提
示
し
て

投
票
用
紙
を
請
求
し
、
受
領
後
投

票
で
き
ま
す
。 

入
場
整
理
券
を
各
家
庭
に
郵
送 

　

投
票
日
ま
で
に
、
各
家
庭
の

世
帯
主
名
で
投
票
所
入
場
整
理

券
を
郵
送
し
ま
す
。入
場
整
理
券

は
、
封
筒
に
４
人
分
ま
で
を
１
組

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
人
分
を

切
り
離
し
て
投
票
所
へ
持
参
く

だ
さ
い
（
有
権
者
数
が
５
人
を
超

え
る
世
帯
は
、
２
通
以
上
届
き
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　

こ
れ
は
、
投
票
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
行
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
、
な

く
て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

　

紛
失
し
た
と
き
や
持
参
す
る

の
を
忘
れ
た
と
き
は
、
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。 

選
挙
公
報
を
お
届
け 

　

投
票
日
の
2
日
前
ま
で
に
、

各
候
補
者
や
裁
判
官
の
経
歴
な

ど
を
掲
載
し
た
、
選
挙
公
報
と

審
査
公
報
を
各
家
庭
に
配
布
し

ま
す
。

　

届
か
な
い
場
合
は
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

音
訳
テ
ー
プ
な
ど
を
郵
送 

　

府
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
視
覚

障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
選

挙
公
報
や
投
票
方
法
な
ど
を
録
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ご
利
用
く
だ
さ
い

 
期
日
前
・不
在
者
投
票
制
度

　

期
日
前
・
不
在
者
投
票
は
、投
票

日
に
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
人

が
対
象
で
す
。

▽ 

投
票
区
域
を
問
わ
ず
、
仕
事
や

冠
婚
葬
祭
が
あ
る
人

▽ 

レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
、
ま
た
は

旅
行
な
ど
の
た
め
投
票
区
域
外

に
い
る
人

▽ 

病
気
や
妊
娠
な
ど
の
た
め
歩
行

が
困
難
な
人

■
衆
議
院
議
員
総
選
挙 

と 　

き　

８
月
31
日（
水
）〜
９
月

10
日（
土
）

■
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査 

と 　

き　

９
月
４
日（
日
）〜
９
月

10
日（
土
）

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
8
時
で
、
土
曜
・
日

私
部
南
、向
井
田

天
野
が
原
町

寺

森
南
、森
北
、大
字
森
、大
字
傍
示

私
市
、大
字
私
市

私
市
山
手

　

 

他
の
場
所
で
記
載
し
た
も
の
、

ま
た
、
同
封
し
て
い
る
「
不
在

者
投
票
証
明
書
」の
封
筒
を
開

封
し
た
と
き
は
無
効
と
な
り
、

投
票
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

▽ 

不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
な

ど
で
投
票
す
る

　

 

不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設

（
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）に

指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
申

し
出
る
と
そ
の
施
設
で
投
票
で

き
ま
す
。

▽
不
在
者
投
票
で
き
る
市
内
施
設

 　

 

病　

院
＝
交
野
病
院
、
星
田

南
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設

逢
々
館
か
た
の
、
介
護
老
人
保

健
施
設
青
山

　

 

老
人
ホ
ー
ム
＝
き
ん
も
く
せ

い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
き
ん
も
く
せ
い
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
星
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
の
川
明

星
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
明
星
、

ア
ミ
ー
ユ
交
野
、
ト
ル
チ
ェ
ア

ミ
ー
ク
ラ
ブ
交
野

郵
便
投
票
制
度

　

郵
便
投
票
に
よ
り
不
在
者
投
票

が
で
き
る
対
象
者
に
は
、次
の
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
に
あ
て
は
ま
る
人
が
該
当

し
、
自
宅
な
ど
で
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

曜
日
、祝
日
も
行
い
ま
す
。

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
1
階
玄
関

ホ
ー
ル

投 

票
方
法　

宣
誓
書
・
請
求
書
に

必
要
事
項
を
記
入

※ 「
宣
誓
書
・
請
求
書
」は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
制
度

　

期
日
前
投
票
期
間
中
に
市
役

所
本
館
１
階
玄
関
ホ
ー
ル
で
期
日

前
投
票
を
す
る
旨
の
宣
誓
書
を
記

入
し
、
そ
の
場
で
交
付
さ
れ
る
投

票
用
紙
に
、
候
補
者
氏
名
な
ど
を

記
入
し
て
直
接
投
票
箱
に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。（
封
筒
は
使
い
ま
せ

ん
）印
鑑
は
不
要
。投
票
所
入
場

整
理
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
制
度

▽ 

出
張
・
滞
在
先
の
他
市
町
村
で

投
票
す
る

　

 

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用

紙
な
ど
を
請
求
す
る
。こ
の
場

合
、
不
在
者
投
票
を
す
る
旨
の

宣
誓
書
・
請
求
書
が
必
要
で
す
。

こ
の
宣
誓
書
・
請
求
書
を
受
け

取
り
次
第
、
投
票
用
紙
な
ど
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
滞
在
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。
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Ａ 　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、

①
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能

の
障
害
が
1
級
ま
た
は
2
級
の

人
②
心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、ぼ

う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害

の
程
度
が
1
級
ま
た
は
3
級
の

人
③
免
疫
の
障
害
が
１
級
か
ら

3
級
の
人

Ｂ 　

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
ち
、
①

両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
の
程
度

が
、
特
別
項
症
か
ら
第
2
項
症

の
人
②
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第

3
項
症
の
人

Ｃ 　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

の
要
介
護
状
態
区
分
の
記
載
が

「
要
介
護
5
」の
人

してはいけない選挙運動 
　選挙運動のできる期間は、立候補
の届け出をした日から投票日前日ま
でです。選挙運動には各種のルール
があり、選挙運動関係者だけでなく、
有権者もこのルールを守らなければ
なりません。

▽  戸別訪問　各戸を訪問して投票を
依頼することはできません。

▽ 飲食物の提供　飲食物を陣中見舞
いなどといって選挙事務所などに
差し入れすることはできません。

▽ 署名運動　選挙に際して、投票を
してもらうとか、投票させないなど
の目的で、有権者に対して署名運動
をすることはできません。

▽ 気勢をはる行為　自動車を連ねた
り、隊列を組んで往来するなどの行
為はできません。

▽ 人気投票　公職に就く人を予想す
る、人気投票の結果や経過を公表
することはできません。

▽  連呼行為　短時間に同じ言葉を繰
り返し呼称することはできません。
ただし、午前８時から午後８時まで
の間に限り、選挙運動のための自動
車を使用した場合はすることがで
きます。

藤
が
尾

妙
見
坂

妙
見
東

星
田
１
〜
６
、星
田
北

星
田
山
手
３
〜
５
、星
田
西

星
田
７
〜
９
、星
田
山
手
１
・
２
、南
星
台
、大
字
星
田

手
続
き

　

あ
ら
か
じ
め
申
請
が
必
要
で

す
。身
体
障
害
者
手
帳
や
介
護
保

険
被
保
険
者
証
な
ど
を
提
示
し
、

選
挙
管
理
委
員
会
あ
て
の
書
面
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。該
当
す
る

場
合
は
、「
郵
便
投
票
証
明
書
」を

交
付
し
ま
す
。

郵
便
投
票
制
度
・
代
理
記
載
制
度

の
投
票
方
法

　
「
郵
便
投
票
証
明
書
」を
添
え

て
、
選
挙
期
日
4
日
前
の
午
後
5

時
ま
で
に
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

へ
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

　

届
い
た
投
票
用
紙
に
候
補
者

の
氏
名
な
ど
必
要
事
項
を
記
載
し

（
代
理
記
載
の
人
は
そ
の
人
の
署

名
が
必
要
）、
同
封
の
封
筒
に
入

れ
郵
便
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
投
票
対
象
者
で
未
申
請
の

人
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
身

体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
提
示
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。有
効
期
限

が
切
れ
て
い
る
場
合
も
、
改
め
て

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

各
種
申
請
用
紙
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す 

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、
期
日
前
投
票
宣
誓

書
な
ど
の
各
種
申
請
書
が
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
で
も
申
請
書
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
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利
用
者
負
担
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
、
10
月
か
ら
介
護
保
険
制
度

の
一
部
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課
（
℡

８
９
３
・
６
４
０
０
）

①
施
設
利
用
者
費
用
の
負
担
変
更

▽ 「
居
住
費
」「
食
費
」給
付
適
用
外

　

 

今
ま
で
給
付
対
象
に
な
っ
て

い
た
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
用
の

「
居
住
費
」と
「
食
費
」が
、
保
険

給
付
の
適
用
外
に
な
り
ま
す
。

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
居
住
費
・

食
費
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ

ケ
ア
の
食
費
に
つ
い
て
も
適
用

外
に
な
り
ま
す
）

▽ 

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

を
新
設

　

 

所
得
が
低
い
人
向
け
に
、
負
担

限
度
額
を
超
え
た
利
用
額
を
支

給
し
ま
す
。

対 　

象　

新
し
い
所
得
段
階
の
第

１
段
階
〜
新
第
３
段
階
（
左
下

表
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
上

限
額
」）に
属
し
、「
介
護
老
人
福

祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）」「
介
護
老
人
保
健
施
設
」

「
介
護
療
養
型
医
療
施
設
」を
利

用
し
て
い
る
人

※ 

適
用
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

10月から介護保険制度の
一部を見直し

利用者
負担段階

対象者
自己負担の
上限額（円）

第1段階
生活保護受給者の人、老齢福祉年金受
給者で世帯全員が市民税非課税の人

15,000

第2段階 世帯全員が市民税非課税の人 24.600

第3段階 市民税課税世帯の人 37,200

利用者
負担段階

対象者
自己負担の
上限額（円）

第1段階
生活保護受給者の人、老齢福祉年金受給
者で世帯全員が市民税非課税の人 15,000

新第2段階
世帯全員が市民税非課税で、合計所得金
額＋課税年金収入額が80万円以下の人 15,000

新第3段階
世帯全員が市民税非課税で、新第2段階
に該当しない人 24,600

新第4段階 市民税課税世帯の人 37,200

要
で
す
。対
象
者
に
は
、
各
施

設
へ
案
内
の
文
書
を
送
付
す
る

予
定
で
す
。

②
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
見
直
し

　

 

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と

き
に
支
払
う
利
用
者
負
担
の
合

計
金
額
（
１
か
月
分
）が
、
一
定

の
上
限
額
を
超
え
た
と
き
、
申

請
す
る
こ
と
で
払
い
戻
さ
れ
る

「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」に
つ

い
て
、
上
限
額
の
一
部
が
見
直

さ
れ
ま
す
。

市政のうごき

　

９
月
１
日
（
木
）
か
ら
市
役

所
本
館
・
別
館
、
星
田
出
張
所
、

保
健
福
祉
部
（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン

タ
ー
）、
教
育
委
員
会
（
青
年
の

家
）、
水
道
局
な
ど
、
各
窓
口
で
の

業
務
時
間
が
、
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
30
分
（
現
行
午
後
５
時
15

分
）ま
で
に
変
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
星
田
市
民
セ
ン
タ
ー
、

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
、青
年
の
家
、

星
の
里
い
わ
ふ
ね
、
図
書
館
（
室
）

な
ど
、
各
施
設
の
利
用
時
間
は
、

従
来
ど
お
り
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

人
事
課
（
℡
８
９ 

２
・
０
１
２
１
）

市役所窓口の業務時間が
一部変わります

高齢介護サービス費上限額

介護保険制度改正前

介護保険制度改正後

自己負担費用
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10
月
１
日
（
土
）、
全
国
一
斉
に

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
人
口
と
世
帯
に

関
す
る
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か

け
て
、
調
査
員
が
み
な
さ
ん
の
自

宅
ま
で
、
調
査
票
の
配
布
と
受
け

取
り
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

政
策
調
整
課
（
国

勢
調
査
交
野
市
実
施
本
部　

℡  

８
９
２
・
０
１
２
１
）

国勢調査に

ご協力を

（http://w
w
w
.city.katano.

osaka.jp/kakka/kikaku/

）

意 

見
の
提
出　

９
月
１
日
（
木
）

〜
30
日
（
金
）に
、
書
面
、
郵
便

（
〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

道

路
河
川
課
）、
フ
ァ
ク
ス
（
℻  

かたのマイロード制度に
ご意見を

　

市
は
、
市
民
共
有
の
財
産
で
あ

る
市
道
の
美
化
清
掃
活
動
を
す
る

団
体
な
ど
を
募
集
し
、
道
路
愛
護

意
識
を
高
め
、
快
適
で
美
し
い
道

路
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
か

た
の
マ
イ
ロ
ー
ド
制
度
」の
実
施

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
制
度
の
作
成
に
あ
た

り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

を
実
施
し
、
制
度
案
の
公
表
と
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

制 
度
案
の
入
手
先　

道
路
河
川
課

か
、
市
役
所
本
館
２
階
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

かたのマイロード制度とは
　市道の清掃・美化活動を自発的に行い、「道路の相棒」として活躍していただけ
る団体を募集・認定する制度です。

▽  参加条件は　市道の一定区間（約100㍍以上）の清掃・美化活動などが、年に4
回以上できる団体（市民・学校・企業など）。

▽  道路の相棒には　「道路の相棒」として認定された団体に対して、「団体名を記
した表示板の設置」「ごみ袋や軍手の提供」など、市が活動の支援を行います。

▽  活動を継続すると　3年以上活動を継続した団体には、その活動に愛称をつ
けることができます。

▽  制度の流れ　①4月～7月に参加の申し込み②8月に認定書の交付③翌年3
月に活動計画書を提出し、活動を更新④翌年5月に年間の活動報告書を提出

８
９
３
・
２
６
３
６
）、
ｅ
メ
ー

ル
（douro@

city.katano.o
saka.jp

）に
住
所
・
氏
名
・
意

見
を
記
入
し
、道
路
河
川
課

問 

い
合
わ
せ　

同
課（
℡  
８
９
２
・ 

０
１
２
１
）

ブンブン号の巡回（9月～12月）

ステーション名・時間 曜
日

９
月

10
月

11
月

12
月

こどもゆうゆうセンター前
13：15～13：45

水

７
・
21

５
・
19

２
・
16
・
30

14私市山手ちびっこ広場前
14：15～15：00
星田西体育施設前
15：30～16：30
郡津駅前
14：00～15：00 14

・
28

12
・
26

９ ７
藤が尾
15：30～16：30
妙見坂（松下中央児童公園）
14：00～15：00

木

８
・
22

６
・
20

17
１
・
15南星台公園

15：30～16：30
妙見東（中公園北）
13：30～14：15

15
・
29

13
・
27

10
・
24

８星田山手3丁目
14：45～15：15
星田山手1丁目
15：30～16：30
※ 祝日のため、次の日時は運休します。郡津駅前・藤が
尾が11月23日、妙見坂・南星台公園が11月3日。

新しくなった自動車文庫「ブンブン号」
　9月 7日（水）から、新しいブンブン号が市内
を巡回しますので、ぜひご利用ください。
問い合わせ　倉治図書館（℡   891・1825）
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乱捕大会（少林寺拳法連盟）
①午前9時～、武道館②小学生～高校生③現役に
よる競技、学年別トーナメント　［申］当日会場

子ども小運動会（府軟式野球連盟交野支部）
 ①午前9時～、長宝寺小グラウンド②市内在住小
学生以上③50㍍走、100㍍走、チーム対抗リレー
など　［申］10月7日（金）までに青年の家か、当
日会場

空手道大会（交野市空手道連盟）
 ①午前9時～、星の里いわふね②市内在住・在勤
者③型の部（幼児・小学生～高校生・一般別）、綱引
き大会　［申］10月7日（金）までに青年の家か、
当日会場

市民インディアカ交流会
（インディアカ協会）

①午前9時30分～、いきいきランド交野②市内
在住・在勤者④体育館用シューズ　［申］10月7
日（金）までに青年の家か、当日会場

第28回
市民スポーツデー

　

10
月
９
日（
日
）・
10
日（
体
育
の

日
）・
16
日（
日
）の
３
日
間
、い
き

い
き
ラ
ン
ド
交
野
を
中
心
に
、
市

内
で
19
の
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

　

総
合
開
会
式
は
、
９
日
（
日
）の

午
前
８
時
20
分
か
ら
い
き
い
き
ラ

ン
ド
交
野
で
行
い
ま
す
。各
競
技

と
も
雨
天
の
場
合
、
屋
外
競
技
の

中
止
ま
た
は
延
期
の
決
定
は
当
日

の
午
前
７
時
に
し
ま
す
。

　

競
技
別
の
開
催
要
項
は
次
の
と

お
り
で
す
。な
お
、
す
べ
て
の
競

技
で
は
、運
動
の
で
き
る
服
装
か
、

各
競
技
用
の
服
装
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

（
℡
８
９
２
・
７
７
２
１
）

10月9日（日）

市政のうごき

卓球大会（交野市卓球連盟）
①午前9時30分～、いきいきランド交野②市内
在住・在勤者③男女混合（8人1組、当日抽選、個
人申し込み可）④体育館用シューズ、ラケット　
［申］10月7日（金）までに青年の家か、当日会場

ソフトテニス大会（交野市ソフトテニス連盟）
①午前9時～、私部公園テニスコート（雨天の場
合は16日）②市内在住・在勤者で中学生以上③
トーナメント（男子・女子ダブルス）、男子・女子コ
ンソレダブルス④テニスシューズ、軟式ラケット
［申］10月7日（金）までに青年の家

親子でサッカー（交野市サッカー連盟）
 ①午前9時～、私部公園多目的グラウンド（雨天
中止）②市内在住・在勤者で小学生以上③親子で
サッカーゲーム（小学生は低・中・高学年に分け
る）　［申］当日会場

地区対抗ゲートボール大会
（交野市ゲートボール大会）

 ①午前9時30分～、天野川緑地公園ゲートボー
ル場（雨天の場合は10日）②市内在住・在勤者で
小学生以上（1地区2チームまで）③監督1人・選
手5～7人の選抜チームによる変則リンク戦3試
合④スティック、ゼッケン（各チームのもの）、主
将用の腕章　［申］9月30日（金）までに各区長
を通じ、青年の家

①とき・ところ②対象③内容④持ち物
［申］申し込み
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体
育
協
会
が
優
秀
選
手
を
表
彰

　

交
野
市
体
育
協
会
で
は
、
著

名
な
大
会
で
優
秀
な
成
績
を

あ
げ
た
個
人
や
団
体
を
審
査
の

上
、
表
彰
し
ま
す
。下
記
の
対

象
条
件
に
該
当
す
る
個
人
・
団

体
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
対
象

▽ 

大
阪
府
大
会
＝
個
人
・
団
体

と
も
優
勝

▽ 

近
畿
・
西
日
本
・
全
国
大
会
＝

個
人
3
位
・
団
体
2
位
以
上

※ 

成
績
の
対
象
期
間
は
16
年
4

月
1
日
〜
17
年
3
月
31
日
。

た
だ
し
、
各
連
盟
が
認
め
た

大
会
で
、
代
表
と
し
て
参
加

し
て
い
る
こ
と
。

▽ 

特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

個
人
、団
体
も
対
象

▽ 

個
人
競
技
な
ど
は
、
記
録
・

成
績
内
容
に
よ
り
検
討

▽ 
表
彰
の
該
当
者
で
も
、
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
反
す

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、除
外

申 

請
書
類　

賞
状
の
写
し
、
大

会
要
項
、団
体
は
名
簿

申 

請
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

30
日
（
金
）午
後
５
時
ま
で

に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
℡  

８
９
２
・
７
７
２
１
）

10月10日（体育の日）

 地区・校区対抗ソフトボール大会
（交野市ソフトボール協会）

 ①午前9時30分～、いきいきランド交野②地区
対抗の部（男子）・校区対抗の部（女子）（いずれも
18歳以上で地区代表・校区代表か選抜チーム、各
地区1チーム③ファーストピッチルールによる
トーナメント方式④用具一式、試合用ボール（3
号球）2個（試合後に返却）　［申］9月27日（火）
までに、地区対抗は各区長、校区対抗は各ＰＴＡ
会長を通じて、青年の家（抽選会は10月1日（土）
午後7時30分から青年の家）

バウンドテニス１日体験（交野バウンディ）
①午前9時30分～、いきいきランド交野②市内
在住・在勤者④体育館シューズ　［申］当日会場

ウオークラリー大会（青少年育成課）
①午前10時（受付は、午前9時～9時30分）②市
内在住・在勤者で小学4年生以上のグループ③コ
マ地図を頼りに、チェックポイントで問題を解き
ながらゴールをめざす④筆記用具・弁当・水筒・タ
オル　［申］10月7日（金）までに青年の家

 わんぱく相撲大会（交野市相撲連盟）
 ①午前9時30分～、武道館前相撲場②市内在住小・
中学生③団体戦・個人戦トーナメント④まわしは連
盟で用意　［申］10月7日（金）までに青年の家

10月16日（日）

合気道演武大会（大阪合気会交野道場）
①午前10時～、青年の家②市内在住・在勤者で小
学生以上③合気道の演武　［申］当日会場

グラウンドゴルフ大会
（交野市グラウンドゴルフ協会）

①午前8時40分～、私部公園グラウンド②市内
在住者で小学生以上か、協会会員③男女別個人戦
（8ホール4ラウンド）④クラブとボールの貸し出
しあり　［申］当日会場

 弓道競技会（弓道連盟弓道部）
①午前9時30分～、ゆうゆうセンター 5階弓道
場②市内在住・在勤者③10射競射で個人戦・団体
戦（1チーム3人、勝ち抜き）　［申］10月7日（金）
までに青年の家か、当日会場

剣道大会（交野市剣道連盟）
①午前9時30分～、武道館②市内在住の小学生
以上③個人戦トーナメント　［申］10月7日（金）
までに青年の家

テニス大会（交野市テニス協会）
①午前8時～、私部公園テニスコート②市内在
住・在勤者③男子・女子・110歳以上・混合ダブル
ス④硬式テニスラケット、テニスシューズ　［申］
10月7日（金）までに青年の家

太極拳1日講習会（交野太極拳協会）
①午前10時～、いきいきランド交野②市内在住・
在勤者③初級太極拳、簡化24式、子どもカンフー
体操など　［申］当日会場

バドミントン1日体験
（交野市バドミントン連盟）

①午前9時～、いきいきランド交野②市内在住・
在勤者④体育館用シューズ　［申］10月7日（金）
までに青年の家か、当日会場

10月9日（日）



　

ス
ポ
ー
ツ

電話番号案内
市役所 ℡892・0121

本
　
　
館

　 市民課、市民総合窓口担当、
国民健康保険課、税務課、
　会計室、商工観光課、総務課、
　秘書課、広聴広報課、財政課、
　 人事課、市民活動推進課、
　政策調整課、人権政策室、
　 財政健全化推進課、
　行政委員会事務局、
　議会事務局、幼児対策室

℡892・0121

別
　
館

　 防災安全課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　廃棄物対策課、環境保全課、
　都市計画課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡892・0121

星田出張所 ℡891・2031
ゆうゆうセンター ℡893・6400
　 社会福祉課、福祉サービス課、
　介護保険課、社会福祉協議会 ℡893・6400

　健康増進課 ℡893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡892・3077
ボランティアセンター ℡894・3737
環境事業所（ごみ） ℡892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡891・5374
乙辺浄化センター（し尿） ℡892・2472
リサイクルセンター ℡893・8651
青年の家 ℡892・7721
　 社会教育課、青少年育成課、
　生涯スポーツ課 ℡892・7721

　 教育総務課、保健給食課 ℡810・0530
　学務課、指導課、人権教育指導室 ℡810・0522
星の里いわふね ℡893・3131
星田西体育施設 ℡893・7721
第 1児童センター ℡893・1144
いきいきランド交野 ℡894・1181
倉治図書館 ℡891・1825
教育文化会館 ℡810・6667
文化財事業団 ℡893・8111
いきものふれあいセンター ℡893・6520
消防本部・署 ℡892・0119
　 総務課、予防課、警備課 ℡892・0119
水道局 ℡891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡891・0016

水道サービス株式会社 ℡894・0105
シルバー人材センター ℡893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

スポーツ
　 わくわく健康セミナー
　 老人スポーツ講習会

アウトドア
　 タカやヒヨドリの渡り観察会
　 農とのふれあいツアー

  おおさかふみんネット広域講座

　

わ
く
わ
く
健
康
セ
ミ
ナ
ー

テ 

ー
マ　
「
元
気
な
骨
で
健
康
生

活
〜
骨
粗
鬆
症
の
予
防
〜
」

と
き
・
内
容　

下
表

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

対 　

象　

健
康
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
可
能
な
16
歳
以
上
の
人

※ 

18
歳
未
満
の
人
は
、
保
護
者
の

同
意
署
名
が
必
要
で
す
。

定　

員　

先
着
30
人

受
講
料　

４
８
０
０
円

指 　

導　

わ
く
わ
く
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
専
属
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

コ
ー
チ

申 
し
込
み　

９
月
15
日
（
木
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
受
講
料
・
印

鑑
を
持
っ
て
、
い
き
い
き
ラ
ン

ド
交
野
わ
く
わ
く
プ
ー
ル
受
付

※ 

平
日
・
土
曜
日
は
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
８
時
30
分
、日
曜
日
・

祝
日
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時
、火
曜
日
は
休
館
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

わ
く
わ
く
プ
ー
ル

（
℡
８
９
４
・
１
１
８
７
）

わくわく健康セミナー日程表（10月）

と　き ところ 内　　容

3 日（月） 会議室①② 講義・骨粗鬆症予防体操

6日（木） 屋　外 ウオーキング

10日（祝） 会議室①②
骨粗鬆症予防体操・エクササイ
ズボール・ダンベル

13日（木） 屋　外 ウオーキング

17日（月） プール 水中運動

20日（木） 屋　外 ウオーキング

24日（月） 会議室①②
骨粗鬆症予防体操・エクササイ
ズボール・ダンベル

27日（木） 屋　外 ウオーキング

※時間はいずれも 10：00～ 11：15です。

17.09.01 (14)
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ア
ウ
ト
ド
ア

　

農
と
の
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー

　

農
作
物
の
収
穫
体
験
や
野
外
で

の
お
に
ぎ
り
作
り
を
通
じ
て
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
「
農

と
の
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
」
を
行
い

ま
す
。家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

と 　

き　

10
月
16
日
（
日
）
午
前

９
時
15
分
〜
（
妙
見
坂
小
学
校

集
合
）、
雨
天
の
場
合
は
22
日

（
土
）に
延
期

内 　

容　

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
、
稲

刈
り
、お
に
ぎ
り
作
り

収 

穫
物　

サ
ツ
マ
イ
モ
＝
１
人
２

株
程
度
を
持
ち
帰
り
、
米
（
実

費
、
予
約
制
）
＝
１
家
族
５
㌔

㌘
ま
で
で
、
後
日
指
定
日
に
受

け
取
り

対 　

象　

市
内
の
児
童
・
生
徒
と

そ
の
家
族

定 　

員　

約
１
２
０
人

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結
果

を
通
知
し
ま
す
。

参 

加
料　

１
人
５
０
０
円
（
イ
モ

掘
り
体
験
）

申 
し
込
み　

10
月
３
日
（
月
）〈
消

印
有
効
〉
ま
で
に
、
は
が
き
・

ｅ
メ
ー
ル
に
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
者（
家
族
の
氏
名
・
年
齢
・

参
加
料
合
計
）
を
記
入
し
、
〒

５
７
６

－

８
５
０
１　

農
と

み
ど
り
課
「
家
族
農
作
物
収
穫

体
験
」係　

e-m
ail:m

idori@
city.katano.osaka.jp

※ 

家
族
単
位
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

　府と北河内 7市の教育委員会が協力した講座
で、「聞く・見る・歩く、北河内パート 6」をテー
マに各地域にある歴史や文化を学びます。
と き・ところ・内容・講師　下表
対 　象　原則として全日程参加できる人
定 　員　20 人（多数の場合は抽選）
参加費　保険代 300 円（交通費は自己負担）

申 し込み　往復はがきに往信面に住所、氏名、年
齢、電話番号。返信面にも住所、氏名を記入し、
9 月 13 日（火）〈消印有効〉までに〒 576 ー
0052交野市私部2－29－1　社会教育課「広
域講座」担当

※ はがき1枚につき2人まで申し込みできます。
問 い合わせ　市社会教育課

と　　き ところ（集合場所） 内　　　　　容 講　　師

10 月 12日（水）
13：30～16：00

大東市内
（JR野崎駅前）

～秋の大東の社を訪ねて～　お染久松ゆかりの野崎観
音から山道をぬい、龍伝説の残る龍光寺を訪ねます。

府自然環境
保全指導員

10月 19日（水）
13：30～16：00

四條畷市内
（JR四条畷駅西側）

～飯盛山城跡ハイクと資料館特別展～　飯盛山ハイク
と歴史民俗資料館特別展「青い鳥が翔ぶ」を見学。小冊
子と記念品付き（手づくりガラス管玉）

四條畷市教育委員会
文化財担当職員

10月 26日（水）
13：30～15：30

枚方市内
（JR津田駅前）

～枚方市東部の歴史を訪ねる～　地蔵池から戦国時
代に津田氏が築いたとされる津田城跡の国見山（標高
286㍍）をに登る。

枚方市教育委員会文
化財担当職員

11月 8日（火）
13：30～15：30

交野市内
（JR星田駅前）

～寝屋川市　鉢かづき伝説をたどる～　寝屋川市に古
くから伝わる「鉢かづき姫」の伝説をたどる。

寝屋川市教育委員会
文化財担当職員

おおさかふみんネット広域講座

　

老
人
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
を
保

ち
、
い
き
が
い
づ
く
り
を
し
ま
せ

ん
か
。

と 　

き　

９
月
12
日
（
月
）
〜
16

日（
金
）午
後
１
時
〜
３
時（
全

５
回
）

と
こ
ろ　

私
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

内 　

容　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

初
心
者
講
習

対 　

象　

市
内
在
住
で
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
初
心
者

定　

員　

先
着
40
人

参
加
費　

無
料

※
用
具
は
用
意
し
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

５
日
（
月
）
か
ら
福
祉
サ
ー
ビ

ス
課

　

タ
カ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
の

　

渡
り
観
察
会

　

サ
シ
バ
、
ハ
チ
ク
マ
、
ヒ
ヨ
ド

リ
な
ど
が
、
秋
の
空
を
渡
る
様
子

を
交
野
山
山
頂
か
ら
観
察
し
ま
せ

ん
か
。

と 　

き　

９
月
25
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
11
時

※
雨
天
中
止

集 　

合　

午
前
９
時
に
交
野
山
山

頂
※ 

観
察
は
早
朝
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
。

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

あ
れ
ば
双
眼
鏡

解 　

説　

交
野
野
鳥
の
会
メ
ン
バ
ー

申
し
込
み　

当
日
集
合
場
所

問 
い
合
わ
せ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
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人　
権

人　権
　 人権啓発詩・読書感想文募集

文　化
　 下半期ふるさと講座
　 後期文化教室

福　祉
　 障害者 IT 基礎講習会
　 高齢者の悩みに応える110番

  生涯学習大学陶芸教室
  アフガニスタンの女性と子ども
  青少年コーナー

　

 

人
権
啓
発
詩
・
読
書

　

感
想
文
募
集

　

人
権
の
尊
さ
や
お
互
い
の
人
権

を
守
る
こ
と
、
差
別
の
な
い
社
会

を
築
く
こ
と
や
平
和
の
尊
さ
を
訴

え
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
詩
部
門
＝
形
式
・
長
さ
は
自
由

▽ 

読
書
感
想
文
部
門
＝
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
で
小
学
（
部
）

生
は
３
枚
以
内
、
中
学（
部
）生

は
５
枚
以
内

※ 

い
ず
れ
も
未
発
表
の
創
作
作
品

で
、１
人
１
編
に
限
り
ま
す
。

主 　

催　

府
・
府
教
育
委
員
会
・

人
権
啓
発
推
進
大
阪
協
議
会
・

㈶
大
阪
府
人
権
協
会

応 

募
方
法　

応
募
作
品
に
氏
名
・

生涯学習大学陶芸教室
とき・内容　下表
ところ　星の里いわふね
対　象　市内在住・在勤で、全日程に参加できる人
定　員　15人
参加費　7,000 円
講　師　吉向松月窯　吉向孝造さん
申 し込み　9月 1日（木）午前 9時 30 分～ 30 日（金）午
後 3時に参加費を添えて直接星の里いわふね

※ 申し込み開始時点で既に 15人以上集まっていた場合は抽
選します。

問い合わせ　星の里いわふね
と　　き 内　　容

10月17日（月） 9：30～12：30 講義とひねり（菓子鉢）
24日（月） 9：30～12：30 ひねり（筒花入れ）
31日（月） 9：30～12：30 仕上げ（菓子鉢）
31日（月）13：30～16：00 仕上げ（筒花入れ）

11月11日（金） 9：00～16：00 素焼
14日（月） 9：30～13：00 うわ薬がけと窯詰め
16日（水） 9：00～18：00 本焼
21日（月） 9：30～12：00 窯出し

　

下
半
期
ふ
る
さ
と
講
座

と
き
・
内
容

▽ 

10
月
18
日
（
火
）
＝
安
満
宮
山

古
墳（
高
槻
）を
訪
ね
る

▽ 

11
月
15
日
（
火
）
＝
山
辺
の
道

パ
ー
ト
Ⅱ
（
石
上
神
社
か
ら
竜

王
山
を
歩
く
）

▽ 

18
年
1
月
17
日
（
火
）
＝
天
野

川
流
域
を
散
策
す
る

▽ 

18
年
2
月
21
日（
火
）＝
近
江
商

人
の
屋
敷
な
ど（
貸
切
り
バ
ス
）

▽ 

18
年
3
月
14
日
（
火
）
＝
昔
の

大
阪（
上
町
台
地
）を
訪
ね
る

講 　

師　

市
文
化
財
保
護
委
員　

平
田
政
信
さ
ん

対 　

象　

市
内
在
住
在
勤
の
人

定　

員　

先
着
50
人

参 

加
費　

２
０
０
０
円

申 

し
込
み　

９
月
27
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
参
加
費
を
添
え
て
星

田
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル

※ 

９
時
ま
で
に
先
着
順
で
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

※ 

本
人
以
外
の
申
し
込
み
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

星
田
出
張
所

講　演　会
「アフガニスタンの女性と子ども」

と 　き　9 月 14 日
（水）午後 1時 30
分～ 3時
と ころ　ゆうゆう
センター 2 階　
集団指導室
対 　象　市内在住
の人
定　員　35人
参加費　200円
※ 交野市女性と文化の集い会員は無料で
す。
講 　師　宝塚・アフガニスタン友好協会
代表　西垣敬子さん
主　催　市、交野市女性と文化の集い
申し込み・問い合わせ　人権政策室

文　
化

学
校
名
・
学
年
を
記
入
し
、
応

募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
9
月
22
日（
木
）〈
必
着
〉ま

で
に
、
〒
５
７
６
ー
８
５
０
１

人
権
政
策
室
内
人
権
啓
発
推
進

協
議
会

※ 

応
募
票
は
市
人
権
政
策
室
に
あ

り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

市
人
権
政
策
室

か
、
㈶
大
阪
府
人
権
協
会
（
℡

06
・
６
５
６
８
・
２
９
８
３
）
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後
期
文
化
教
室

■
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
Ⅱ

と 　

き　

10
月
19
日
（
水
）
〜
18
年

３
月
15
日
（
水
）
の
毎
月
第
３
水

曜
日
午
後
２
時
〜
４
時（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

青
年
の
家
学
び
の
館

定　

員　

35
人

参 

加
費　

３
９
０
０
円
と
教
材
費

２
０
０
０
円
程
度

講　

師　

石
井
良
子
さ
ん

■
い
け
花
教
室
Ⅱ
（
華
道
本
能
寺
）

と 　

き　

10
月
11
日
（
火
）
〜
18

年
２
月
28
日
（
火
）
の
毎
月
第

２
・
４
火
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分（
全
10
回
）

と
こ
ろ　

武
道
館

定　

員　

20
人

参 

加
費　

１
万
５
５
０
０
円
（
花

代
含
む
）

講　

師　

川
津
登
代
子
さ
ん

■
茶
道
教
室
Ⅱ（
武
者
小
路
千
家
流
）

と 　

き　

10
月
８
日
（
土
）
〜
18

年
２
月
25
日
（
土
）
の
毎
月
第

２
・
４
土
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午（
全
10
回
）

と
こ
ろ　

武
道
館

定　

員　

20
人

参 

加
費　

９
０
０
０
円
（
茶
・
菓

子
代
含
む
）

講　

師　

三
樹
初
子
さ
ん

申 

し
込
み　

９
月
１
日
（
木
）
〜

15
日
（
木
）〈
消
印
有
効
〉
に
往

復
は
が
き
に
希
望
教
室
名
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

交
野
市
私
部

２

－

29

－

１　

交
野
市
体
育

文
化
協
会「
文
化
教
室
」係

※ 

は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
１
講

座
ず
つ
で
す
。

※ 

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
し

ま
す
。

※ 
応
募
者
が
10
人
未
満
（
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
教
室
は
20
人
未
満
）
の

教
室
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

問 

い
合
わ
せ　

同
協
会
事
務
局

（
℡  
８
９
２
・
７
７
２
１
）

福　
祉

青少年コーナー
「声かけひとつで」

　
「
捕
ま
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
。『
し
な
い
よ
う
に
』『
で
き
な

い
よ
う
に
』
み
ん
な
で
、
子
ど
も

を
守
る
社
会
を
目
指
し
て
い
る
ん

で
す
」

　

こ
れ
は
、
長
年
、
青
少
年
指

導
員
を
さ
れ
て
い
る
人
の
話
の
中

で
、
印
象
に
残
っ
た
言
葉
で
す
。

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、
ふ
と
思
い

出
し
た
の
が
、
あ
る
お

店
の
店
長
さ
ん
の
お
話

で
し
た
。

　

そ
の
人
は
と
き
ど
き
、

学
校
帰
り
の
学
生
に
、

「
お
帰
り
！
」「
お
疲
れ

さ
ん
！
」
と
、
声
か
け

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
店
長
さ
ん
に
、
あ

る
一
人
の
男
子
生
徒
が
、

「
僕
は
、
万
引
き
を
し
よ

う
と
し
た
こ
と
が
あ
る

け
れ
ど
、
店
長
さ
ん
が
声
を
か

け
て
く
れ
た
の
で
ハ
ッ
と
我
に
帰

り
、
踏
み
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
そ
う

で
す
。

　

た
っ
た
一
瞬
の
一
言
だ
け
の
声

か
け
が
、
人
を
助
け
る
こ
と
も
あ

る
の
だ
と
知
り
、
店
長
さ
ん
は
そ

れ
以
来
ず
っ
と
声
か
け
を
続
け
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

心
の
揺
れ
動
く
思
春
期
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、「
悪
い
こ
と
」

と
い
う
の
は
、
興
味
あ
る
未
知
の

世
界
で
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、

か
け
て
も
ら
っ
た
一
言
は
、
子
ど

も
が
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
自
分
の
力
で
踏
み
と
ど

ま
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　
『
し
な
い
よ
う
に
』『
で

き
な
い
よ
う
に
』
と
い

う
環
境
づ
く
り
は
、
こ

う
い
っ
た
子
ど
も
た
ち

を
見
守
る
意
識
か
ら
始

ま
る
の
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。

　

先
日
、
私
た
ち
は
活

動
の
一
環
と
し
て
市
内

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。
青
少
年

健
全
育
成
協
力
店
で
、
青
少
年
の

実
態
や
対
応
に
つ
い
て
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
の
活
動
を
、

地
域
の
人
々
と
と
も
に
、
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

交
野
市
青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

　

障
害
者
Ｉ
Ｔ
基
礎
講
習
会

　

大
阪
府
Ｉ
Ｔ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
障
害
者
を
対
象
と
し
た
初
心

者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス

　

▽
肢
体
障
害
者
コ
ー
ス

　

▽
視
覚
障
害
者
コ
ー
ス

　

▽
聴
覚
障
害
者
コ
ー
ス

※ 

各
コ
ー
ス
と
も
日
程
な
ど
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

大
阪
府
Ｉ
Ｔ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
大
阪
市
天
王
寺
区
六
万

体
町
３

－

21
）

対 　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
人

受 

講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

実
費
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｉ
Ｔ
講
習
会
係

（
℡  
06
・
６
７
７
６
・ 

１
２
２ 

１
） 

　

高
齢
者
の
悩
み
に

　

応
え
る
１
１
０
番

　

大
阪
府
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番
特

別
電
話
相
談
で
は
、
高
齢
者
お
よ

び
高
齢
者
家
族
に
関
わ
る
問
題
や

悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

と 　

き　

９
月
５
日（
月
）・
６
日

（
火
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

電 

話
番
号　

06
・
６
８
７
５
・ 

０
１
１
０

内 　

容　

法
律
問
題
・
税
金
・
社

会
保
険
や
年
金
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

※
相
談
は
無
料
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

府
高
齢
者
総

合
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
（
℡  

06
・
６
８
７
５
・
０
１
１
０
）
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福　
祉

　

成
年
後
見
制
度
を

　

ご
存
じ
で
す
か

　

認
知
症
や
精
神
障
害
な
ど
に
よ

り
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人

の
た
め
に
、
家
庭
裁
判
所
で
援
助

者
を
つ
け
て
も
ら
う
成
年
後
見
制

度
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
き
ま

す
。

と 　

き　

９
月
22
日
（
木
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

講 　

師　

大
阪
後
見
支
援
セ
ン
タ

ー
所
長　

大
國
美
智
子
さ
ん

参
加
費　

無
料

定　

員　

先
着
１
０
０
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

20
日
（
火
）
ま
で
に
福
祉
サ
ー

ビ
ス
課

　

 

交
野
市
老
人
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
推
進
委
員
を
募
集

　

交
野
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
と

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
推

進
す
る
た
め
、
被
保
険
者
の
代
表

と
し
て
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
ま
す
。　

対 

象
・
人
数　

市
内
在
住
の
65
歳

以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
を

１
人
、
40
〜
64
歳
の
医
療
保
険

加
入
者
（
第
２
号
被
保
険
者
）

を
１
人
（
募
集
人
数
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

任　

期　

２
年

申 

し
込
み　

９
月
15
日
（
木
）〈
必

着
〉
ま
で
に
、
は
が
き
・
フ
ァ

ク
ス
・
ｅ
メ
ー
ル
に
「
交
野
市

老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
推
進
委
員
の
申
し

込
み
」
と
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

５
７
６

－
０
０
３
４　

介
護

保
険
課（
℻
８
９
５
・
６
０
６
５

　

 e-m
ail:kaigo@

city.katan
o.osaka.jp

）

※ 

直
接
、
窓
口
で
も
受
け
付
け
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

ワッハ上方
高齢者保健福祉月間

　府立上方演芸資料館（ワッハ上方）では、
9月を高齢者保健福祉月間とし、65 歳以
上の人は無料で入場できます。
と 　き　9月１日（木）～ 30 日（金）午
前 11 時～午後 6 時（入館は午後 5 時
30分まで）
※水曜日は休館です。
と ころ　府立上方演芸資料館（大阪市中央
区難波千日前 12－ 7）
内 　容　上方演芸の資料展示、落語・漫才・
講談、「笑えるナイスショット！コンテ
スト写真展」など
持 ち物　年齢を確認できるもの（免許証な
ど）
問 い合わせ　同資料館（℡ 06・6631・
0884）

　

介
護
保
険
料
の
納
付

　

９
月
分
の
普
通
徴
収
（
年
金
か

ら
天
引
き
の
人
を
除
く
）
の
納
期

限
は
９
月
30
日
（
金
）
で
す
。必
ず

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

老人医療証の交付申請
　次のいずれかに該当する人は、10 月 1日（土）から老
人医療（医療費の助成）制度の受給資格を取得することが
できますので、医療証の交付申請にお越しください。

▽ 10 月中に満 65歳になる人で
①精神保健法に該当する人（患者票所持の人）
②結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
③特定疾患医療受給者証を持っている人
④ひとり親家庭医療制度に該当する人
※ただし、所得制限があります。

▽ 16 年 10月末現在ですでに 65歳以上 70歳未満の人で
①市民税非課税世帯
②精神保健法に該当する人（患者票所持の人）
③結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
④特定疾患医療受給者証を持っている人
⑤ひとり親家庭医療制度に該当する人
※②～⑤に該当の人は、所得制限があります。
持 ち物　健康保険者証、それぞれ該当を証明するもの（患
者票など）

申 し込み・問い合わせ　9月 22 日（木）から国民健康保
険課老人医療係

国民健康保険料
の納付

　9月分の納期限は 9月 30
日（金）です。期限内に納め
ましょう
問い合わせ　国民健康保険課

福　祉
　 計画推進委員を募集
　 介護保険料の納付
　 成年後見制度をご存じですか

くらし
　 観光会議キャラクター募集
　 民生委員・児童委員の交代
　 オータムジャンボ宝くじ

  国民健康保険料の納付
  ワッハ上方高齢者保健福祉月間
  老人医療証の交付申請
  JOB カフェOSAKA
  三市合同面接会
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く
ら
し

　

星
の
ま
ち
観
光
会
議

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
追
加
募
集

　

広
報
か
た
の
５
月
１
日
号
に

て
、
交
野
市
星
の
ま
ち
観
光
会
議

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
そ

の
名
称
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
応

募
作
品
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
募

集
内
容
を
一
部
変
更
し
て
追
加
募

集
し
ま
す
。

　

受
賞
作
品
は
「
広
報
か
た
の
」

で
発
表
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。

募 

集
形
式　

次
の
①
〜
④
（
組
み

合
わ
せ
可
）
に
関
連
す
る
未
発

表
の
カ
ラ
ー
平
面
イ
ラ
ス
ト

①
星
②
天
の
川
③
織
姫
④
七
夕

※ 

立
体
に
展
開
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
添
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※ 

プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
な
ど
資
格

は
問
い
ま
せ
ん
。

※ 

デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
名
称
の
意
図

に
つ
い
て
、
必
ず
説
明
文
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

受
賞
作
品
の
版
権
は
同
会
議

に
帰
属
し
ま
す
。
ま
た
、
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

使
用
す
る
際
に
、
一
部
を
修
正

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

用 　

途　

観
光
会
議
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
へ
の
プ
リ

ン
ト
、
お
土
産
袋
な
ど
へ
の
印

刷
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
な

ど
申 

し
込
み　

作
品
の
裏
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
９
月
１
日
（
木
）
〜
10

月
20
日
（
木
）
に
〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

星
の
ま
ち
観
光
会

議
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

ま
で
郵
送
か
、持
参

問 

い
合
わ
せ　

同
会
議
事
務
局

（
℡  
８
９
１
・
９
９
５
５
）

　

民
生
委
員 

の
交
代

　

児
童
委
員

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
交
代

に
な
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
東
倉
治
３
丁
目
〜
５
丁
目
担
当

旧
委
員　

新
庄　

光
代

新
委
員　

原　

綾
子

　

＝
東
倉
治
４

－

24

－

11

　
（
℡  
８
９
２
・
２
８
５
４
）

■ 

藤
が
尾
２
丁
目
１
番
〜
８

番
、
３
丁
目
担
当

旧
委
員　

原
田　

美
輪
子

新
委
員　

山
本　

博
久

　

 

＝
藤
が
尾
２

－

５

－

16

－

３
０
９

　
（
℡  
８
９
３
・
２
２
８
６
）

■ 

梅
が
枝
２
番
、
42
番
〜
67
番
担

当
旧
委
員　

中
向　

從
子

新
委
員　

山
本　

和
子

　

＝
梅
が
枝
２

－
４
０
２

　
（
℡  
８
９
１
・
４
４
０
２
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
（
新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

収
益
金
は
、
市
町
村
の
ま
ち
づ
く

り
や
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の

た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

府
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

発 

売
期
間　

９
月
26
日
（
月
）
〜

10
月
11
日（
火
）

抽
選
日　

10
月
14
日（
金
）

問 

い
合
わ
せ　

㈶
大
阪
府
市
町
村

振
興
協
会
（
℡  
06
・
６
９
２
０ 

・
４
５
６
６
）

JOBカフェOSAKA

　若者の就職支援のために、「JOBカフェOSAKA in きたかわ
ち」を開催します。
と　き　9月30日（金）午後1時～6時
と ころ　門真市民文化会館ルミエールホール（門真市末広町
29－ 1）
内　容
　① 講演「77 歳は夢見る小僧～夢を描き　夢にチャレンジし
よう～」（予約制　定員 250人）

　② 職場見学会（予約制　定員各 20人）
　　 ▽㈱天辻鋼球製作所（鋼球製作）
　　 ▽門真荘（特別養護老人施設）
　　 ▽大阪コロナ㈱（ネームプレート製作）
　③ビジネスマナー（予約制　定員50人）
　④相談会・職業情報コーナー
主 　催　JOBカフェOSAKA、北河内 7市、大阪府総合労働
事務所
申 し込み・問い合わせ　㈶大阪労働協会ジョブカフェ事業部（℡  
06・4794・7355）

　

交
野
・
枚
方
・
寝
屋
川
の
３

市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
枚
方
、
府

総
合
労
働
事
務
所
で
開
催
す
る

三
市
合
同
面
接
会
に
参
加
す
る

企
業
を
募
集
し
ま
す
。

と 　

き　

10
月
14
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ラ
ポ
ー
ル
枚
方
、
メ

セ
ナ
枚
方
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

枚
方
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
雇
用
開
発

協
会（
℡  
８
４
３
・
５
３
０
７
） 

か
、市
商
工
観
光
課

求
人
を
考
え
て
い
る

事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ
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くらし
　 秋の全国交通安全運動
　 秋の交通安全運転者講習会
　 都市再生街区基本調査
　 全国道路・街路交通情勢調査
　 まちづくりラウンドテーブル
　 都市計画案の公聴会
　 公職選挙法違反にご注意ください

  枚方警察署からのお知らせ
  消費者相談

枚方警察署からのお知らせ
みんなで力をあわせて　安全・安心まちづくり

自転車の事故が増加しています
　特に子どもや高齢者、交差点付近の事故が目
立ちます。交通ルールを守り、必ず安全の確認
をしましょう。

▽ 子どもの自転車事故の約 5割が、安全不確認
によるもの

▽ 高齢者の自転車事故の約 4割が、安全不確認
によるもの

▽  自転車事故の約 7割が、交差点や交差点付近
で発生

行方不明者を捜す特別相談所
と 　き　9月 20日（火）～ 9月 26日（月）午
前 9時～午後 5時

と ころ　四天王寺境内　亀の池南側「がらん回廊
北側」（大阪市天王寺区四天王寺1－11－18）

ひったくりにご用心
　枚方警察署管内では、今年に入り、ひったくり事件
が減少傾向にありますが、事件発生が止まることはあ
りません。
　被害にあわないためにも、次のことに注意しましょ
う。
［自転車の場合］

▽前かごには貴重品を入れない

▽  前かごの上にひったくり防止ネットや雑誌などを置
く

［徒歩の場合］

▽車道と反対側にバッグを持つ

▽バッグは両手でしっかりと持つ

▽夜間は、街灯があり、人通りの多い道を選んで歩く

問い合わせ　枚方警察署（℡ 845・1234）

く
ら
し

　

秋
の
交
通
安
全

　

運
転
者
講
習
会

　

優
良
運
転
者
表
彰
の
申
請
に

は
、
安
全
運
転
者
講
習
を
毎
年
７

月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
毎
年
１

回
以
上
受
講
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

と
き
・
と
こ
ろ

▽ 

９
月
７
日
（
水
）
午
後
７
時
〜

倉
治
公
民
館
（
倉
治
１
ー
１
ー

５
）

▽ 

９
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

市
役
所
別
館
（
私
部
１
ー
１
ー

１
）

▽ 

９
月
12
日
（
月
）
午
後
７
時
〜

星
田
会
館（
星
田
３
ー
４
ー
３
）

※ 

受
付
時
間
は
開
始
時
間
の
約
30

分
前
で
す
。

持 

ち
物　

受
講
カ
ー
ド
ま
た
は
会

員
証
（
受
講
済
記
録
を
押
印
し

ま
す
）

※ 

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

い
合
わ
せ　

防
災
安
全
課
か
、

枚
方
交
野
交
通
安
全
協
会
（
℡

８
４
３
・
２
２
８
８
）

■
原
付
・
自
二
輪
運
転
者
の

　

無
料
ワ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル

と 　

き　

９
月
23
日
（
祝
）
午
前

８
時
〜
午
後
４
時

と 

こ
ろ　

枚
方
自
動
車
教
習
所

（
枚
方
市
招
提
東
町
１
ー
１
ー

１
）

定　

員　

80
人

※ 

原
動
機
付
自
転
車
・
自
動
二
輪

車
持
ち
込
み
で
の
講
習
で
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

サ

イ
ク
ル
ラ
イ
ダ
ー
ク
ロ
ダ
（
℡

８
６
８
・
１
９
６
６
）

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

９
月
21
日
（
水
）
〜
30
日
（
金
）

ま
で
の
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や

枚
方
警
察
署
の
協
力
で
、
次
の
よ

う
な
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

▽
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▽ 

夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

▽ 
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽ 

め
い
わ
く
駐
車
・
放
置
自
転
車

の
追
放

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
今

一
度
自
分
の
運
転
を
見
直
し
て
、

命
の
大
切
さ
・
安
全
運
転
の
重
要

性
を
考
え
、
交
通
事
故
の
な
い
安

全
な
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ　

防
災
安
全
課
か
、

枚
方
警
察
署
（
℡
８
４
５
・
１ 

２
３
４
）
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消費者相談
～展示販売会で買った着物は
クーリング・オフできない？～

　問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

着
物
の
展
示
販
売

会
へ
行
き
、
帯
の
契
約

を
し
ま
し
た
。
翌
日
販
売
店
へ

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件

解
除
）
す
る
と
告
げ
た
の
で
す

が
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き

な
い
と
拒
否
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

解
約
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

解
約
で
き
る
か
ど
う

か
は
個
別
の
契
約
事
情

に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

法
定
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

に
は
細
か
い
規
定
が
あ
り
、
一

口
に
展
示
販
売
会
と
い
っ
て
も

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
場

合
と
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
開
催
期
間
や

会
場
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
自

由
に
商
品
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
た
か
否
か
、
同
一
業
者
か

ら
の
今
ま
で
の
購
入
状
況
な
ど

が
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

な
い
場
合
は
、
他
に
契
約
の
取

り
消
し
や
無
効
な
ど
が
言
え
な

い
か
検
討
し
ま
す
。
そ
れ
も
言

え
な
い
場
合
は
業
者
の
合
意
が

な
け
れ
ば
解
約
で
き
ま
せ
ん
。

　

い
っ
た
ん
成

立
し
た
契
約
は
原

則
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。「
お
金
を
払
う

ま
で
は
解
約
で
き
る
」「
昨
日

契
約
し
た
ば
か
り
だ
か
ら
解
約

で
き
る
」「
口
約
束
の
契
約
で

契
約
書
を
書
い
て
い
な
い
か
ら

解
約
で
き
る
」
な
ど
の
思
い
込

み
は
禁
物
で
す
。
一
方
的
に
解

約
で
き
る
ケ
ー
ス
は
限
ら
れ
ま

す
。
簡
単
に
や
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
契
約
す
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ＱＡ

助
言

　

都
市
計
画
案
の
公
聴
会

　　

市
は
、
東
部
大
阪
都
市
計
画
高

度
地
区
の
変
更
案
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
計
画
の
説
明
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

案
の
概
要
は
、
市
都
市
計
画
課

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と 　

き　

９
月
28
日
（
水
）
午
前

10
時
〜

　
 

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
に

と
も
な
う
測
量
な
ど
を
実
施

　

国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
「
都

市
再
生
街
区
基
本
調
査
」
の
一
環

と
し
て
、
国
土
地
理
院
お
よ
び
独

立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
測

量
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

期 　

間　

17
年
９
月
〜
18
年
３
月

対 

象
地
域　

市
内
人
口
集
中
地
区

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

作 

業
内
容　

基
準
点
設
置
お
よ
び

街
区
の
角
な
ど
の
測
量

問 

い
合
わ
せ　

都
市
再
生
機
構

西
日
本
支
社
都
市
再
生
企
画

部
（
℡  
06 

・
６
９
６
９ 

・
９ 

４
１
９
）、
国
土
地
理
院
近
畿

地
方
測
量
部
測
量
課
（
℡  
06 

・ 

６
９
４
１ 

・ 

４
５
０
７
）

　

全
国
道
路
・
街
路

　

交
通
情
勢
調
査

　

府
は
９
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
、
府
内
幹
線
道
路
で
の
交
通
量

調
査
や
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
自

動
車
の
運
行
状
況
に
つ
い
て
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た
調

査
員
が
自
宅
を
訪
問
し
、
調
査
票

へ
の
記
入
方
法
を
説
明
し
ま
す
の

で
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
違
反
に

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
議
員
が
寄
付
を
し
、
公

職
選
挙
法
違
反
の
疑
い
で
書
類
送

検
さ
れ
る
な
ど
の
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

同
法
で
は
、
政
治
家
が
選
挙
区
内

の
人
に
対
す
る
、
い
か
な
る
名
目
の

寄
付
も
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
権
者
が
政
治
家
に
寄
付
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
し
て
い
ま
す
。

※ 

次
の
場
合
は
処
罰
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

① 

政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る

結
婚
披
露
宴
に
お
け
る
祝
儀

② 

政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る

葬
式
や
通
夜
に
お
け
る
香
典

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

　

ま
ち
づ
く
り

　

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

と 　

き　

９
月
25
日
（
日
）
午
後

2
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
2

階　

集
団
指
導
室

内 　

容　

テ
ー
マ
を
持
ち
寄
り
、

気
軽
に
同
じ
立
場
に
立
っ
て
意

見
を
交
換
し
、
知
恵
を
出
し
合

う
井
戸
端
会
議
で
す
。ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
場
、
情
報
収

集
の
場
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
活

用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

問 

い
合
わ
せ　

府
交
通
道
路
室

道
路
整
備
課
交
通
計
画
グ
ル
ー

プ
（
℡  
06
・
６
９
４
１ 

・
０
３ 

５
１
）

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

中

会
議
室

申 

し
込
み　

９
月
15
日
（
木
）〈
必

着
〉
ま
で
に
、
公
述
希
望
者
は

公
述
申
出
書
（
指
定
様
式
）
を
、

傍
聴
希
望
者
は
は
が
き
か
ｅ
メ

ー
ル
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

都
市
計
画
課　

e-m
ail:tosi@

city.katano.
osaka.jp

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
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子
育
て

　

育
児
教
室

　
「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
広
場
」

　

今
回
は
、「
ミ
ニ
運
動
会
」
を

し
ま
す
。

と　

き　

10
月
14
日
（
金
）

① 

４
〜
11
か
月
児　

午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分

② 

１
歳
〜
１
歳
６
か
月
児　

午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※ 

早
め
に
来
て
、
遊
び
な
が
ら
待

つ
場
所
も
あ
り
ま
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

定　

員　

①
25
組
②
20
組

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

（
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま
す
）

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
の
往

信
面
に
①
子
ど
も
の
氏
名
・
生

年
月
日
・
月
齢
②
電
話
番
号

③
参
加
回
数
、
復
信
面
に
①

子
ど
も
の
氏
名
②
住
所
を
記

入
し
、
９
月
22
日
（
木
）〈
消

印
有
効
〉
ま
で
に
、
〒
５
７
６

－
０
０
３
４　

天
野
が
原
町

5
－

5
－

1　

ゆ
う
ゆ
う
セ

ン
タ
ー
内　

健
康
増
進
課
「
ぽ

っ
ぽ
ち
ゃ
ん
広
場
10
月
」
係

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

マ
ザ
リ
ン
グ
講
座

　

お
母
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
す

る
教
室
で
す
。

と 　

き　

10
月
26
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

内 　

容　

心
理
発
達
相
談
員
に
よ

る
講
義
「
新
米
マ
マ
の
育
児
力

を
引
き
出
す
関
わ
り
方
」

対 　

象　

新
し
く
お
父
さ
ん
・
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
な
る
人
、
地
域
で
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
人

※ 

他
市
在
住
で
も
、
交
野
市
内
に

孫
や
妊
娠
中
の
娘
が
い
る
人
は

参
加
で
き
ま
す
。

定　

員　

30
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

７
日
（
水
）
か
ら
健
康
増
進
課

　

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

10
月
６
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

１
歳
前
後
の
前
歯
が
生

え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

10
組

費　

用　

１
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、普
段
使

っ
て
い
る
子
ど
も
の
歯
ブ
ラ
シ

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

20
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

離乳食講習会

ピヨピヨ講習会
と　き　10月 4日（火）
　①午後 2時 30分～
　②午後 3時～
ところ　ゆうゆうセンター 2階　プレイルーム
対　象　17年４月～ 7月生まれの乳児を持つ保護者
費　用　無料
持ち物　母子健康手帳、筆記用具
申し込み　直接会場

パクパク講習会
と　き　9月 16日（金）午後 1時～ 3時 30分
ところ　ゆうゆうセンター 3階　やすらぎの間
対　象　16年 6月～17年 3月生まれの乳幼児を持つ保護者
定　員　20人
費　用　無料
持 ち物　母子健康手帳、エプロン、三角巾、ふきん 2～ 3枚、
筆記用具

申し込み　9月 5日（月）から健康増進課
※保育があります。保育に必要なものは持参してください。
問い合わせ　健康増進課

おやこほんわかひろば

　気軽に立ち寄り、一緒に遊びませ
んか。
と 　き　毎週金曜日午前 10 時～午
後 3時（出入り自由）
と ころ　ゆうゆうセンター 3階　運
動療法室
対　象　未就園の児童とその保護者
※ 子どもの安全面や保護者の相談な
どをしてくれるボランティアも募
集します。
問い合わせ　社会福祉課

子育て
　 育児教室「ぽっぽちゃん広場」
　 歯ッピー教室
　 マザリング講座
　 市立幼稚園園児を募集

  離乳食講習会
  おやこほんわかひろば
  ミルキィベビー教室
  マタニティー教室
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18
年
度
の
市
立
幼
稚
園

　

園
児
を
募
集

　

市
は
、
就
学
前
２
年
の
す
べ
て

の
幼
児
を
同
じ
施
設
の
中
で
同
一

の
保
育
を
行
う
、
幼
保
一
元
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

① 

幼
児
と
保
護
者
の
住
民
登
録
が

市
内
に
あ
り
、
居
住
し
て
い
る

人
②
次
の
年
齢
に
該
当
す
る
人

▽ 

13
年
４
月
２
日
〜
14
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
４
歳
児

▽ 

12
年
４
月
２
日
〜
13
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
５
歳
児

募
集
定
員

▽  

第
１
幼
稚
園　

４
歳
児
25

人
・
５
歳
児
10
人

▽ 

第
２
幼
稚
園　

４
歳
児
25

人
・
５
歳
児
10
人

▽ 

第
３
幼
稚
園　

４
歳
児
25

人
・
５
歳
児
10
人

※ 

定
員
を
超
え
た
場
合
は
公
開
抽

選
を
し
ま
す
。
抽
選
の
結
果
、

入
園
で
き
な
か
っ
た
人
に
つ
い

て
は
、
他
の
市
立
幼
稚
園
の
定

員
に
空
き
が
あ
れ
ば
入
園
希
望

の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。定
員

を
超
え
れ
ば
再
度
抽
選
に
な
り

ま
す
。

願 

書
交
付　

10
月
３
日
（
月
）
〜

10
月
13
日（
木
）に
、
幼
児
対
策

室
ま
た
は
各
幼
稚
園
（
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
30
分
）

願
書
受
付

▽ 

10
月
11
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
30
分　

市
役
所
本
館

３
階　

大
会
議
室

▽ 

10
月
12
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分　

市
役
所
本
館

１
階　

幼
児
対
策
室

▽ 

10
月
13
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分　

市
役
所
本
館

１
階　

幼
児
対
策
室

抽
選
日

▽
第
１
幼
稚
園　

10
月
24
日（
月
）

▽
第
２
幼
稚
園　

10
月
25
日（
火
）

▽
第
３
幼
稚
園　

10
月
26
日（
水
）

※ 

い
ず
れ
も
、
場
所
は
市
役
所
別

館
３
階
中
会
議
室
で
、
受
け
付

け
は
午
前
10
時
、
抽
選
開
始
は

午
前
10
時
30
分
で
す
。遅
れ
た

場
合
は
、
抽
選
に
参
加
で
き
ま

せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

費　

用

▽
入
園
料　

２
５
０
０
円

▽ 

保
育
料　

月
額
８
０
０
０
円

（
８
月
を
除
く
）

※ 

教
材
費
・
給
食
費
・
遠
足
代
は

実
費
徴
収
と
な
り
ま
す
。

始
業
及
び
終
業
時
刻

▽ 

月
・
火
・
木
・
金　

午
前
９
時

〜
午
後
２
時
（
４
歳
児
は
夏
休

み
ま
で
午
後
1
時
40
分
）

▽ 

水　

午
前
９
時
〜
11
時
40
分

通
園
地
域　

左
表

問
い
合
わ
せ　

幼
児
対
策
室

幼稚園 ところ・電話番号 通園地域

第 1幼稚園 私市 1－ 29－１
（℡   892・1351）

私市・私市山手・寺・寺南野・森北・森南・向井田・
青山・私部南・天野が原町・傍示

第 2幼稚園 星田 5－ 2－ 12
（℡   892・0206）

星田・星田北・南星台・妙見坂・妙見東・藤が尾・
星田山手・星田西・私部西（5丁目 21番～ 32番）

第 3幼稚園 幾野 3－ 18－ 1
（℡   892・8433）

梅が枝・松塚・倉治・東倉治・神宮寺・幾野・郡津・
私部・私部西（第 2幼稚園の通園地域を除く）

ミルキィベビー教室

　無理なく〝自分なり〟の母乳育児の
仕方を赤ちゃんと一緒に見つけてみ
ませんか。
と 　き　10月 5日（水）午後 1時～
3時

と ころ　ゆうゆうセンター 2階　プ
レイルーム

内 　容　赤ちゃんの体重測定、保健
師の育児相談、助産師がおっぱい
を見て授乳の相談にのります

対 　象　生後 3か月までの赤ちゃん
とお母さん

定　員　20組（予約制）
持ち物　母子健康手帳、タオル
申 し込み・問い合わせ　9月 6日（火）
から健康増進課

～パパとママのための～

マタニティー教室

持ち物　母子健康手帳・筆記用具
申 し込み・問い合わせ　③の予約は 10 月 5日（水）から
健康増進課

　母子健康手帳の発行、妊娠の届け出はゆうゆうセン
ターで受け付けています。各種専門職員が健康や育児に関
する相談に応じています。

と　　き 内　　　　容

① 10月 5日（水）
13:00 ～ 15:40
〈自由参加〉

 「妊婦友達をつくろう」
　 ▽広げよう！地域の輪
　 ▽先輩ママ・赤ちゃんとの交流
　 ▽赤ちゃんとママのための食事

②10月12日（水） 
  9:10 ～ 12:00
〈自由参加〉

 「仲間と一緒に体験しよう」

   ▽助産師のなんでもＱ＆Ａ
　 ▽  赤ちゃんとパパ、ママの歯の教室 
　　（透明コップ、歯ブラシ代100円が必要）

③10月22日（土）
  9:10 ～ 12:00
〈予約制〉

 「もうすぐパパになる人が主役の教室」
　 ▽育児体験
　 ▽妊婦体験
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健　
康

人
▽ 
50
歳
＝
昭
和
30
年
４
月
１
日
〜

昭
和
31
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の

人
※ 

誕
生
日
以
前
の
人
も
受
診
で
き

ま
す
。

費　

用　

３
０
０
円

持 

ち
物　

案
内
は
が
き
、
年
齢
を

確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
な

ど
）、あ
れ
ば
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
歯
科
医
院

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

成
人
歯
科
健
診

　

今
年
度
内
に
、
満
40
歳
、
満
50

歳
に
な
る
市
民
を
対
象
に
成
人
歯

科
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
痛
み
な
く
進
行
し
、

異
常
に
気
付
い
た
と
き
に
は
歯
を

残
し
て
お
く
こ
と
が
困
難
な
場
合

が
よ
く
あ
り
ま
す
。そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
も
定
期
健
診
が
重
要
で

す
。

期 　

間　

18
年
２
月
28
日
（
火
）

ま
で

と
こ
ろ　

市
内
の
各
歯
科
医
院

対　

象

▽ 

40
歳
＝
昭
和
40
年
４
月
１
日
〜

昭
和
41
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の

　

結
核
予
防
週
間

　

９
月
24
日
（
土
）
〜
30
日
（
金
）

は
結
核
の
根
絶
を
目
的
と
し
た
結

核
予
防
週
間
で
す
。次
の
日
時
に

結
核
検
診
と
結
核
予
防
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

悪
質
電
話
に

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、保
健
所
職
員
を
名
乗
り
、

企
業
あ
て
に
健
康
診
断
の
受
診
案

内
と
称
し
て
社
員
の
個
人
情
報
を

聞
き
出
す
事
例
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
時
は
、

保
健
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所

（
℡
８
７
８
・
１
０
２
１
）

と 　

き　

９
月
30
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ジ
ャ
ン
ボ
ス
ク
エ
ア
交

野
店

費　

用　

無
料

申
し
込
み　

直
接
会
場

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所

（
℡
８
７
８
・
１
０
２
１
）

あなたもできる
救命処置

　救急車が到着するまで、あなたに
もできることがあります。
　救命処置に効果的な心肺蘇生法と
AED（自動体外除細動器）について、
一般の人も施設の管理などをしてい
る人も一緒に学びましょう。
と 　き　9月 10日（土）午後 2時～
4時
と ころ　ゆうゆうセンター 3階　展
示活用室・運動療法室
内 　容　心配蘇生法とAEDについて
の講義と実習
講 　師　交野病院外科医師　栗本修
次さん、交野市医師会医師
申し込み・問い合わせ　健康増進課

キッズフェスタ2005  in  交野

と 　き　10月17日（月）
午前 10時～午後 2時
と ころ　いきいきラン
ド交野メインアリー
ナ・会議室
内 　容　子育てサーク
ルの紹介・工作・絵
本コーナー
※ 会場内での飲食は禁
止です。
対　象　乳幼児とその保護者
※  3 か月～ 1歳 6か月までの一時保育もあります。希望
する人は、おしめ・ミルク・タオルなどの赤ちゃん用
品に名前を記入し、まとめてお持ちください。

持ち物　上靴・下靴を入れる袋・水筒・タオルなど
主　催　子育てネットワーク・ティンクル
問い合わせ　社会福祉課

健　康
　 成人歯科健診
　 結核予防週間
　 悪質電話にご注意ください
　 糖尿病予防教室
　 動脈硬化予防教室
　 市民健康講座

  キッズフェスタ 2005
  あなたもできる救命処置
  耳より健康コラム
  乳幼児の健診と相談
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糖
尿
病
予
防
教
室

　

糖
尿
病
の
予
防
を
す
る
た
め

に
、
良
い
生
活
の
改
善
方
法
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
・
内
容

▽ 

10
月
７
日（
金
）＝「
糖
尿
病
を

み
ん
な
で
よ
く
知
り
、
克
服
し

よ
う
」
：
講
師　

交
野
病
院
院

長　

長
島
功
さ
ん

▽ 

10
月
13
日（
木
）＝「
予
備
軍
が

急
増
中
！
」

▽ 

10
月
20
日（
木
）＝「
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
改
善
す
る
た
め
に
」

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
で
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

対 　

象　

医
師
か
ら
糖
尿
病
に
つ

い
て
注
意
さ
れ
て
い
る
人
、
糖

尿
病
の
人
ま
た
は
そ
の
家
族
、

糖
尿
病
に
つ
い
て
知
り
た
い
人

定　

員　

30
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

５
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

   
乳幼児の健診と相談

　子どもの発育・発達状態を確認し、心身ともに健やか
に成長されるようお手伝いします。
ところ　ゆうゆうセンター
持ち物　母子健康手帳
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課

4 か月児健診 10 月  4 日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　17 年 5月 11 日～ 6月 10 日生まれの乳児

1 歳 6 か月児健診 9 月 20日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　16 年 2月生まれの幼児

2歳 6か月児健康スクール 9 月 27日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　15 年 3月～ 4月生まれの幼児

3 歳 6 か月児健診 9 月 14日（水）13:00 ～ 14:00

　対　象　14 年 2月生まれの幼児

育児相談 ①9月13日（火）9:30～10:30
②9月28日（水）9:30～10:30

　 身体計測、育児、歯、栄養の相談や遊びの紹介、絵本の
読み聞かせなどを行います。
　対　象　① 0歳児　② 1歳児以上

　腰痛は「２本足で歩く人類の宿命」と言われるほ
ど、多くの人が腰痛に悩んでいます。
　腰痛には急性腰痛と慢性腰痛があります。急性腰
痛は一般的に「ぎっくり腰」と言われるように、何
かの拍子に突然激しい痛みにおそわれます。ほと
んどの場合、1週間くらいで痛みは和らぎます。慢
性腰痛は急性腰痛のような激しい痛みはありません
が、症状が軽くなったり重くなったりというパター
ンを繰り返し、痛みが長期化します。
　腰痛の原因で多いのが骨の老化・変形や、悪い姿
勢や運動不足などで腰の骨を支えている筋肉やじん
帯に負担がかかっているケースです。姿勢や運動不
足の場合は体操などで腰痛の緩和や予防ができます
が、中には重大な病気が原因で腰痛になっているこ
ともありますので、「たかが腰痛」と考えず、病院
で検査を受けてみることが大切です。
問い合わせ　健康増進課（kenkou@city.katano.osaka.jp）

耳より健康コラム  Vol.17
腰　痛

　

市
民
健
康
講
座

　

肩
こ
り
・
腰
痛
の
対
策
と
予
防

法
を
学
び
、
肩
こ
り
・
腰
痛
を
解

消
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
内
容

▽ 

10
月
13
日（
木
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
＝
講
義
：
講
師　

松
木

整
形
外
科　

松
木
宏
さ
ん

▽ 

10
月
19
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
＝
予
防
体
操

▽ 

10
月
20
日
（
木
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
＝
予
防
体
操

※ 
予
防
体
操
は
動
き
や
す
い
服
装

で
お
来
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

医
師
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
る
人

や
激
し
い
痛
み
の
あ
る
人
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

定　

員　

60
人

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

５
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

　

動
脈
硬
化
予
防
教
室

　

〜
血
管
年
齢
若
返
り
の 

コ
ツ
を
教
え
ま
す
〜  

　

人
は
血
管
と
と
も
に
老
い

る

ー
と
言
わ
れ
ま
す
。動
脈
硬

化
を
抑
え
、
血
管
を
若
々
し
く
保

つ
コ
ツ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

10
月
14
日
（
金
）
午
後

1
時
〜
３
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

３
階　

展
示
活
用
室

対 　

象　

70
歳
未
満
で
、
左
表
に

あ
て
は
ま
り
、
血
圧
や
高
脂
血

症
、
糖
尿
病
の
薬
を
飲
ん
で
い

な
い
人
、ま
た
は
そ
の
家
族
。

定　

員　

30
人

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

電
卓
、
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
最
近
の
血
液
検
査
の

結
果

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９

月
13
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら

健
康
増
進
課

血　圧
　収縮期が 140 ～ 159mmHg
　拡張期が 90 ～ 99mmHg
総コレステロール値
　200 ～ 239mg/dl
　（50 歳以上の女性は 220 ～ 259mg/dl）
 中性脂肪
　200 ～ 299mg/dl
 ヘモグロビン A1c
　5.5 ～ 6.1％



17.09.01 (26)

11 月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）の募集　　　　　申し込み・問い合わせ　9 月 20日（火）午前 9時から健康増進課
と　き 健（検）診名 定員 健（検）診結果 対象 · 健（検）診内容 費　用

  2 日（水） 総合健診 A

各70人

結果説明会

40 歳以上の市民
　・基本健康診査
　・B型・C型肝炎ウイルス検査（血液検査）
　　①  17 年 4 月～ 18 年 3 月に 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60

歳・65 歳・70 歳になる人
　　②過去に肝機能異常を指摘された人
　　③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に肝機能検査を

受けたことがない人
　※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を受けたこと

がある人は除きます。
　・胃がん検診  ・大腸がん検診  ・子宮がん（頸部）検診
　・肺がん検診　　胸部レントゲン
　　　　　　　　　喀痰検査（ハイリスク者のみ）
　・前立腺がん検診（50 歳以上の男性）
　・乳がん検診　　A : マンモグラフィー＋視触診　
　　 （AかBいずれか）　　 （40 歳以上の奇数年生まれの市民）
　　　　　　　　　B : 視触診
　・骨粗鬆症検診
　・結核検診（胸部レントゲン）（65 歳以上の人）

800 円
1,000 円

各 500 円
400 円
500 円
1,000 円
2,000 円

400 円
1,000 円
無料

17 日（木） 総合健診 B 郵　送

9 日（水） 女性総合健診 郵　送

☆下線の検診については、対象がありますので注意してください。
☆基本健康診査は必須で、他のがん検診などは選択できます。

9日（水）・17日（木）39 歳以下の市民健診 15人 郵　送 16 歳～ 39 歳の市民　・基本健康診査 800 円

  2 日（水）
  9 日（水）
17日（木）

子宮がん検診（頸部） 25 人 郵　送 20 歳以上の市民　　  ・子宮頸部細胞検査 500 円
乳がん視触診検診 10 人 検診当日 30 歳以上の市民　　  ・視触診 400 円
乳がんマンモグラフィー検診 15 人 郵　送 40 歳以上の奇数年生まれの市民  ・マンモグラフィー＋視触診 2,000 円
骨粗鬆症検診 20 人 郵　送 18 歳以上の市民　　  ・踵骨超音波骨密度測定 1,000 円
結核検診 20 人 郵　送 65 歳以上の市民　 　・胸部レントゲン 無料

※ 費用免除：①満 70歳以上の人②生活保護世帯・市民税非課税世帯の人（健康増進課まで申し出ください。ただし、個別受診される②に該
当する人は、無料受診券を渡します）
※健（検）診の詳細は、「わが家の健康管理」をご覧ください。
※ 市内の医（病）院で受診する場合：市健康診査実施医療機関に直接予約し、受診してください。なお、市健康診査実施医療機関では、乳が
ん検診・骨粗鬆症検診・39歳以下の市民健診は実施していません。

　

予
防
接
種
に
関
す
る

　

お
知
ら
せ

　

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
が

　

10
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

10
月
６
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
６
か
月

未
満

■
ポ
リ
オ

と
き
・
内
容

▽ 

10
月
25
日
（
火
）
＝
１
回
目
お

よ
び
予
約
者

▽ 

10
月
26
日
（
水
）
＝
２
回
目
お

よ
び
予
約
者

▽
10
月
27
日（
木
）＝
１
・
２
回
目

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分
で
す
。

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
次
の

予
防
接
種
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

■
日
本
脳
炎
第
３
期

　

生
後
６
か
月
〜
７
歳
６
か
月
未

満
対
象
の
第
１
期
、
９
歳
〜
13
歳

未
満
対
象
の
第
２
期
、
14
歳
〜
16

歳
未
満
対
象
の
第
３
期
予
防
接
種

が
あ
り
ま
し
た
が
、
第
３
期
予
防

接
種
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

■
２
種
混
合
第
１
期

　

百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人

は
、
３
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
・
百
日
せ
き
）
予
防
接
種

の
代
わ
り
に
２
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
種

混
合
第
１
期
予
防
接
種
は
廃
止
に

な
り
ま
し
た
。

※ 

小
学
６
年
生（
11
歳
・
12
歳
）の

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
２
期
は
、

従
来
ど
お
り
接
種
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

健　康
　 10 月の予防接種
　 予防接種に関するお知らせ

  11 月の集団健診

健　
康

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
７
歳
６

か
月
未
満

接 

種
回
数　

６
週
間
以
上
の
間
隔

を
お
い
て
２
回

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

※ 

ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
人
や
、
疾
患
な
ど
で
定
期

的
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
い

る
人
は
、
主
治
医
と
相
談
の
う

え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課



(27)17.09.01

　

８
月
７
日
（
日
）、
夏
の
日
差
し
が
照
り

つ
け
る
な
か
、
交
野
２
中
正
門
南
側
の
広
場

（
幾
野
２

－

21
）
に
は
、
伐
採
し
た
て
の
竹

が
積
み
重
ね
ら
れ
、
花
壇
の
整
備
を
す
る
４

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
朝
７
時
ご
ろ
か
ら
竹
を
切
っ
て
き
た
ん

で
す
よ
」
と
話
す
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

リ
ー
ダ
ー
を
努
め
る
幾
野
区
長
の
池
川
辰
男

さ
ん
。
一
面
に
咲
き
誇
る
花
の
中
で
、
誕
生

し
た
花
壇
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 　

み
ご
と
な
花
壇
が
お
目

見
え
し
ま
し
た
が
、
整
備

を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 　

地
区
の
役
員
が
集
ま
っ

た
と
き
に
、
こ
の
場
所
は

日
ご
ろ
か
ら
き
た
な
い
と

い
う
話
が
出
た
の
で
、
区

で
も
住
み
良
い
町
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
も
、
地
域
の
み
な
さ
ん

に
整
備
を
呼
び
か
け
、
花
壇
づ
く
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
ま
し
た
。

Ｑ 　

こ
の
場
所
は
、
市
が
所
有
す
る
土
地
の

一
角
な
の
で
す
が
、
以
前
か
ら
不
法
投
棄

が
後
を
絶
た
ず
、
市
で
も
ど
う
す
れ
ば
良

い
も
の
か
と
頭
を
痛
め
て
い
た
の
で
す
。

Ａ 　

そ
う
な
ん
で
す
。
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
菓
子
や
ナ
イ
ロ
ン
袋
、
自
転
車
な

ど
が
捨
て
ら
れ
、
犬
の
ふ
ん
も
点
在
し
て

い
て
目
に
余
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ 　

と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
は
、
何
人
ぐ
ら
い

で
、
い
つ
ご
ろ
か

ら
花
壇
づ
く
り
に
取

り
か
か
っ
た
の
で
す

か
。

Ａ 　

今
は
、
男
性
ば
か

り
10
人
で
す
。
花
壇
の

設
計
や
整
備
、
花
苗
の
植

え
込
み
な
ど
を
し
て
い

ま
す
が
、
み
な
さ
ん
仕
事

を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、

休
日
が
活
動
日
で
す
。

　

 　

最
初
は
、
一
面
の
コ

ス
モ
ス
畑
に
で
も
し
よ

う
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、「
花
と
緑
の
会
い

ぶ
き
」
会
員
の
桜
井
崇

季
さ
ん
が
参
加
、
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
て

本
格
的
な
花
壇
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
中
旬
か
ら
竹
を
利
用
し
て
土
止
め
や

花
壇
の
枠
、
遊
歩
道
を
整
備
し
、
７
月
上

旬
に
花
苗
を
植
え
込
み
中
旬
に
は
花
壇
と

し
て
の
体
裁
が
整
い
ま
し
た
。

Ｑ 　

ど
ん
な
花
を
植
え
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ 　

松
葉
ボ
タ
ン
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
サ
ル
ビ

ア
、
日
々
草
な
ど
約
15
種
類
・
１
８
０
０

苗
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

６
０
０
苗
は
「
花
と
緑
の
会
い
ぶ
き
」
か

ら
提
供
を
受
け
、
プ
ラ
ン
タ
ー
を
含
め
た

残
り
を
幾
野
連
合
自
治
会
が
費
用
負
担
し

て
い
ま
す
。

Ｑ 　

活
動
し
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
や
、

苦
労
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

Ａ 　

近
く
の
く
ら
や
ま
幼
児
園
の
園
児
が

「
お
花
畑
が
で
き
た
よ
」
と
喜
ん
で
く
れ

た
り
、
２
中
の
生
徒
た

ち
が
「
学
校
の
前
が
き

れ
い
に
な
っ
て
校
門
を

出
る
と
き
に
ほ
っ
と
す

る
」
と
、
保
護
者
か
ら

聞
い
た
こ
と
が
何
よ
り

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

花
の
植
え
込
み
以

来
、
雨
降
り
を
除
い
て

毎
日
、
出
勤
前
の
早
朝

６
時
か
ら
と
、
夕
方
は

５
時
ぐ
ら
い
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
、３
人

が
交
替
で
し
て
い
る
水
や
り
が
大
変
で

す
。

Ｑ 　

こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ 　

年
３
回
ぐ
ら
い
、
季
節
ご
と
に
花
苗
の

植
え
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
区
の
た

よ
り
な
ど
で
、
水
や
り
や
花
の
植
え
替
え

を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
内
を
見
渡
し
、
他
に
も
気
に
な
る
場

所
が
あ
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み
ん
な
の
気

持
ち
を
合
わ
せ
、
住
み
良
い
場
所
に
変
え
て

み
よ
う
と
す
る
視
点
、
行
動
に
、
今
池
を
渡

る
風
と
と
も
に
一
服
の
清
涼
感
を
味
わ
い
ま

し
た
。

問 

い
合
わ
せ　

広
聴
広
報
課
（
℡  
８
９
２
・ 

０
１
２
１
）

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

２
中
前
に
花
壇
が
お
目
見
え

幾
野
区
の
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

Vol.14

完成した花壇を眺める2中生

くらやま幼児園の園児も
きれいな花壇に大喜び
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水生植物の観察会
　7月 23 日（土）、大阪市立大学理学部附属植物園で、
市民ら 24 人が参加して水生植物の観察会が開かれまし
た。
　園長先生の講義のあと、ミズオジギソウやスイレン、
ヒメコウホネなどのほかに、田んぼでよく見かけられて
いたオオアブノメなども観察しました。
　参加した人たちは「実物に触れたりしながらの説明は
分かりやすかった」と大変満足した様子でした。

AA L BB U M
あ る ば む

全国大会もがんばります
　交野 1中の天津真治さん（3年生　写真左）と山中
太郎さん（2年生　写真右）が、7月 16日（土）に堺
市大浜公園相撲場で行われた大阪中学校選手権の団体
の部で優勝、また、天津さんは、個人の部でも優勝し、
静岡県で開催される第 35 回全国中学校相撲選手権大
会に出場を決めました。
　「大阪代表として恥じないよう、力の限り戦ってきま
す」と、二人は口をそろえて抱負を話してくれました。

わらぞうりづくり
　7月 23 日（土）、ゆうゆうセンターでわらぞう
りづくりが行われ、午前の部、午後の部あわせて約
100人が参加しました。
　わらをたたいてより合わせることからスタート
し、冷房が効いているはずの会場にはいつしかぞう
りをつくる熱気が満ちていました。
　参加した子どもたちからは「簡単だと思っていた
けれど、編むのが難しかった」「苦労したので、ち
ゃんとできて良かった」との声があがっていました。

交野の歴史を体験
　7月 27 日（水）、歴史民俗資料展示室で「夏休み子
ども歴史体験講座」が行われ、市内の小学生 20 人が
参加しました。
　文化財事業団の職員から、旧石器時代から安土桃山
時代や江戸時代の歴史を教わりました。
　なかでも、森古墳や車塚古墳から発掘された石器や
埴輪、江戸時代の星田村絵図が子どもたちの興味を集
めていました。
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AA L BB U M

自然の中で遊ぼう
　8月 4日（木）、星の里いわふねで小学生と保護
者 50 人が参加し、「夏休み環境教室」が開かれま
した。
　〝自然を感じる〟を合い言葉に 4チームに分かれ
て、草を使ったゲームやセミの抜け殻などの森の宝
物探し、天の川での魚取りを行いました。
　参加した子どもたちは、歓声をあげながら、生き
物の採集・観察に夢中になっていました。

大学サッカーで日本一に
　7月 10日（日）、大阪長居スタジアムで第 29回総
理大臣杯全日本大学サッカートーナメントの決勝戦が
行われ、南星台の櫻田真平さん（3回生）が所属する
関西大学が優勝しました。また、櫻田さんはこの大会
で、5ゴールを決め、得点王に輝きました。
　櫻田さんは「今回はめったにないチャンスをものに
できました。この優勝がまぐれだと言われないように、
これからもがんばります」と力強く話してくれました。

自分だけの絵本をつくろう
　8月 5日（金）、倉治図書館で、子どもら約 30人が
参加し、絵本づくり講座（7月 22 日・29 日・8月 5
日の全 3回）の 3回目が行われました。
　講師の杉浦つかささんが指導し、色ケント紙と厚紙
で表紙をつくり絵本を完成させ、みんなの前で発表し
ました。
　中には仕掛け絵本をつくる子、20 ページもの大作
をつくる子、モノトーンで影絵のような効果を狙った
ものをつくる子など、みんな個性あふれる絵本をつく
っていました。

交野ボランティア祭り
　7月 24 日（日）、ゆうゆうセンターで交野市ボ
ランティアグループ連絡会による「交野ボランテ
ィア祭り」が行われ、多くの人たちが祭りに参加
しました。
　今回のイベントは幼児・低学年向けに企画され、
ボランティアグループのデモンストレーションや
エレクトーン演奏、紙芝居や輪投げゲームなど、子
どもも大人も楽しい一日を過ごしていました。
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『高札が語る明治時代の新政府』
　

江
戸
幕
府
が
倒
れ
、
明
治
維
新

が
お
こ
り
、
新
し
い
時
代
に
な
り

ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
近
代
的
な
政

府
公
報
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
高
札
と

い
う
前
代
の
形
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

今
月
も
先
月
に
引
き
続
き
、
私

部
の
高
札
を
紹
介
し
ま
す
。

「
五
榜
の
掲
示
」
太
政
官
高
札

　

こ
の
高
札
は
、
明
治
元
年

（
１
８
６
８
）
に
出
さ
れ
た
「
五

榜
の
掲
示
」
と
呼
ば
れ
る
、
明
治

新
政
府
が
最
初
に
示
し
た
全
国
的

な
民
衆
に
対
す
る
５
つ
の
政
策
の

う
ち
の
４
つ
目
の
札
で
す
。

　

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
「
御
一

新
」
と
は
、
江
戸
時
代
が
終
わ
っ

て
明
治
維
新
と
な
り
、
朝
廷
が
徳

川
家
（
武
士
）
に
代
わ
っ
て
、
日

本
の
政
治
の
責
任
者
に
な
っ
た
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
は
、
外
国
と
の
交
流

を
極
端
に
少
な
く
す
る
「
鎖
国
」

政
策
を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
政
府
は
一
転
し
て
、
外
国
と

活
発
に
交
流
す
る
こ
と
に
し
ま
し

覚

　

今
般

王
政
御
一
新
ニ
付

朝
廷
之
御
條
理
ヲ
追
ヒ
外
国
御
交
際
之
儀
被

　

仰
出
、
諸
事
於

朝
廷
直
チ
ニ
御
取
扱
被
為
成
万
国
之
公
法
ヲ
以
條
約

　

御
履
行
被
為　

在
候
ニ
付
而
者
、
全
国
之
人
民

叡
旨
ヲ
奉
戴
シ
心
得
違
無
之
様
被　

仰
付
候
、
自
今

　

以
後
猥
り
ニ
外
国
人
ヲ
殺
害
シ
、
或
者
不
心
得
之
所
業

　

等
イ
タ
シ
候
モ
ノ
ハ

朝
命
ニ
悖
り
御
国
難
ヲ
醸
成
シ
候
而
已
ナ
ラ
ス
、
一
旦

御
交
際
被　

仰
出
候
各
国
ニ
対
シ
、

皇
国
之
御
威
信
も
不
相
立
次
第
甚
以
不
届
至
極
之
儀

　

ニ
付
、
其
罪
之
軽
重
ニ
随
ヒ
士
列
之
モ
ノ
ト
雖
モ
削
士
籍

至
当
之
曲
刑
ニ
被
処
候
條
、
銘
々
奉

朝
命
、
猥
り
ニ
暴
行
之
所
業
無
之
様
被　

仰
出
候
事

三
月　
　

太
政
官

覚

王
政
御
一
新
ニ
付
而
者
、
速
ニ
天
下
御
平
定
万
民
安
堵

　

ニ
至
り
諸
民
其
所
ヲ
得
候
様

御
煩
慮
被
為　

在
候
ニ
付
、
此
折
柄
天
下
浮
浪
之
者

　

有
之
候
様
ニ
テ
ハ
不
相
済
候
、
自
然
今
日
之
形
勢
ヲ

　

窺
ヒ
、
猥
り
ニ
士
民
ト
モ
本
国
ヲ
脱
走
イ
タ
シ
候
儀
堅

　

被
差
留
候
、
万
一
脱
国
之
者
有
之
不
埒
之
所
業

　

イ
タ
シ
候
節
ハ
主
宰
之
者
落
度
タ
ル
ヘ
ク
候
、
尤
此

　

御
時
節
ニ
付
無
上
下

皇
国
之
御
為
又
ハ
主
家
之
為
筋
等
存
込
建
言
イ
タ
シ

　

候
者
ハ
言
略
ヲ
開
キ
、
公
正
之
心
ヲ
以
其
旨
趣
ヲ
尽
サ
セ

　

依
願
太
政
官
代
エ
モ
可
申
出
被　

仰
出
候
事

　
　

但
今
後
総
テ
士
奉
公
人
ハ
不
及
申
、
農
商
奉
公
人

　
　

ニ
至
ル
マ
テ
相
抱
候
節
ハ
出
処
篤
ト
相
糺
シ
可

　
　

申
、
自
然
脱
走
之
者
相
抱
不
埒
出
来
御
厄
害
ニ
立

　
　

至
り
候
節
者
其
主
人
之
落
度
タ
ル
ヘ
ク
事

三
月　
　

太
政
官

右
之
趣
被

仰
出
之
条
堅
可
相
守
者
也

飛
騨

た
。
こ
れ
は
、
そ
の
こ
と
を
国
民

に
伝
え
た
も
の
で
す
。

　

太
政
官
は
明
治
政
府
の
最
高
官

庁
を
表
す
言
葉
で
、
太
政
官
高
札

と
は
文
字
通
り
明
治
政
府
の
意
向

を
示
し
た
高
札
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
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「
五
榜
の
掲
示
」
高
札
に
書
か
れ
て
い
る
内
容

　

こ
の
た
び
、
王
政
復
古
と
な
り
、
朝
廷
の
道
理
に
従
い
、

外
国
と
も
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
諸
事
に
つ
い
て
、

世
界
の
公
法
に
則
っ
て
条
約
を
む
す
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
限

り
は
、
全
国
の
人
民
は
そ
の
朝
廷
の
意
思
に
従
い
、
心
得

違
い
を
し
な
い
よ
う
に
命
令
す
る
。
今
後
、
み
だ
り
に
外

国
人
を
殺
害
し
た
り
、
不
心
得
な
こ
と
を
し
た
者
は
朝
廷

の
命
令
に
反
し
、
国
難
を
作
り
出
す
だ
け
で
は
な
く
、
交

流
す
る
こ
と
に
な
っ
た
各
国
に
対
し
、
皇
国
の
威
信
も
立

た
な
い
こ
と
と
な
り
、
は
な
は
だ
不
行
届
な
こ
と
と
な
る

の
で
、
そ
の
罪
の
軽
重
に
従
っ
て
、
武
士
の
者
で
も
そ
の

身
分
を
は
く
奪
し
、
そ
の
罪
に
ふ
さ
わ
し
い
刑
罰
に
処
せ

ら
れ
る
の
で
、
め
い
め
い
、
朝
廷
の
命
令
を
戴
き
、
み
だ

り
に
乱
暴
な
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
と
命
令
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
び
、
王
政
復
古
と
な
っ
た
の
で
、
す
み
や
か
に

天
下
を
平
定
し
、
万
民
が
安
心
し
、
す
べ
て
の
人
が
、
そ

の
居
所
を
も
て
る
よ
う
に
ご
心
配
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
時
節
全
国
に
住
所
不
定
の
者
が
い
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
現
在
の
状
況
を
考
え
、
武
士
も
庶
民
も
本
国

を
脱
走
す
る
こ
と
は
堅
く
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
万
一
、
脱

国
の
者
が
お
り
、
そ
の
者
が
不ふ
ら
ち埒

な
こ
と
を
し
た
な
ら
ば
、

そ
の
国
の
責
任
者
の
落
ち
度
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
時
節

柄
、
上
下
な
く
皇
国
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
自
分
の
主
家

の
た
め
と
思
い
、
意
見
を
い
う
者
は
、
そ
の
言
葉
を
尽
く

し
、
公
正
な
心
を
以
て
そ
の
主
旨
を
つ
く
し
た
願
い
を
太

政
官
代
へ
も
申
し
出
て
き
な
さ
い
。

　

た
だ
し
、
今
後
全
て
の
武
士
の
奉
公
人
は
い
う
に
お
よ

ば
ず
、
農
商
の
奉
公
人
に
至
る
ま
で
、
雇
う
時
に
は
、
そ

の
出
処
を
よ
く
調
べ
な
さ
い
。
も
し
脱
走
し
た
も
の
を
雇

い
、
そ
の
者
が
不
埒
な
こ
と
を
し
た
場
合
に
は
雇
い
主
の

落
ち
度
に
な
る
。

右
の
主
旨
を
ご
命
令
な
さ
れ
た
の
で
、
堅
く
守
る
よ
う
に
。

変
化
の
無
い
高
札
の
内
容

　

こ
の
高
札
は
、
明
治
５
年

（
１
８
７
２
）
に
政
府
が
民
衆
に

対
し
、
放
火
・
盗
賊
・
殺
人
・
偽

金
づ
く
り
な
ど
の
犯
罪
者
を
見
か

け
た
ら
す
ぐ
に
役
所
に
通
報
す
る

よ
う
に
伝
え
た
も
の
で
す
。

　

最
後
に
太
政
官
の
名
前
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
太

政
官
高
札
で
あ
る
の
で
す
が
、
内

容
は
江
戸
時
代
に
幕
府
が
出
し
た

も
の
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
太
政
官
高
札
の
ほ

と
ん
ど
は
、
江
戸
時
代
に
幕
府
が

出
し
た
御
触
れ
の
内
容
と
変
わ
ら

ず
、
明
治
新
政
府
が
旧
政
府
の
政

治
の
弊
害
や
身
分
秩
序
を
打
破
す

る
こ
と
に
、
い
か
に
消
極
的
で
あ

っ
た
か
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て

重
要
な
物
で
す
。

　

今
月
紹
介
し
た
五
榜
の
掲
示
の

太
政
官
高
札
は
私
部
の
冨
田
勝
巳

さ
ん
か
ら
、
先
月
に
紹
介
し
た
キ

リ
シ
タ
ン
禁
制
の
大
高
札
と
今
月

の
犯
罪
者
通
報
の
太
政
官
高
札
は

私
部
の
原
田
英
二
さ
ん
か
ら
、
市

教
育
委
員
会
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
と
教
育

文
化
会
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

一
火
付
盗
賊
人
殺
或
者

　

贋
金
札
ヲ
作
り
候
者
等
見
聞

　

次
第
早
速
其
最
寄
之
役
所
へ

　

召
捕
指
出
し
、
又
ハ
訴
出
可
申
候
、

　

吟
味
之
上
相
違
無
之
候
ハ
ゝ

　

御
褒
美
可
被
下
候
事

　

但
召
捕
候
節
手
疵
ヲ
負
ヒ
又
ハ
即
死
等
之

　

も
の
江
ハ
厚
ク
御
扶
助
可
被
下
候
、
訴
人
致
し
候
者

　

引
合
之
た
め
役
所
江
被
召
出
候
節
職
業
向

　

迷
惑
不
相
成
様
相
応
御
手
当
可
被
下
候
間

　

有
体
ニ
可
申
立
候
、
若
隠
置
後
日
他
よ
り

　

相
顕
る
ゝ
に
於
て
ハ
曲
事
た
る
へ
き
事

　

明
治
五
年　

壬
申
三
月　
　

太
政
官

犯罪者通報の高札に書かれている内容

　放火・盗賊・殺人、あるいは偽金を作ったりした
ものについて、見聞きしたらすぐに最寄りの役所に
捕まえて差し出すか、訴え出なさい。調べた上でそ
のとおりであったら褒美を与える。
　ただし、捕まえるときにけがをしたり、死んでし
まった者へは厚く扶助なされる。訴え出て、その取
調のために、役所へ呼び出されても仕事に差し障り
のないように相応の手当を下されるので、ありのま
まに申し立てるように。もし隠しおいて後日に他か
ら分かったなら、違法なことである。
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ぼ
く
は
、
8
月
17
日
に
ピ
ー
ス
お
お

さ
か
に
行
き
ま
し
た
。

　

戦
争
の
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
や
本
で
あ

る
て
い
度
、
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ピ

ー
ス
お
お
さ
か
で
、
本
当
の
お
そ
ろ
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
で
し
ゃ

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
頭

の
中
が
真
っ
白
に
な
る
と
い
う
の
は
、

こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

ぶ
あ
つ
い
2
さ
つ
の
大
阪
大
空
し
ゅ

う
死
没
者
名
ぼ
を
見
た
と
き
、
０
才
の

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
93
才
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

ま
で
、
い
ろ
ん
な
年
令
の
人
、
約
1
万

5
千
人
分
の
名
前
が
書
い
て
あ
り
、
と

て
も
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
同
じ
み
ょ

う
字
の
名
前
が
な
ら
ん
で
い
た
の
は
、

き
っ
と
家
族
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
悲
し
い
で
す
。

　

見
学
し
て
い
る
と
き
、
大
阪
大
空
し

ゅ
う
を
体
験
し
た
と
い
う
お
じ
さ
ん
に

会
い
ま
し
た
。

　

お
じ
さ
ん
は
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の
練

習
も
し
て
い
た
け
ど
、
Ｂ
29
の
焼
い
だ

ん
の
攻
げ
き
に
見
ま
わ
れ
た
と
き
に
は

何
の
役
に
も
立
た
な
く
て
、
た
だ
に
げ

ま
わ
る
し
か
な
か
っ
た
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。Ｂ
29
が
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
て
、

に
げ
て
も
む
だ
だ
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

死
体
で
う
め
つ
く
さ
れ
た
道
の
上
を
必

死
で
走
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

空
し
ゅ
う
の
後
、
生
き
残
っ
て
い

る
人
は
穴
を
ほ
っ
て
そ
こ
に
死
体
を
運

ん
で
油
を
か
け
て
も
や
さ
な
い
と
い
け

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
お
じ
さ
ん

も
、
死
体
焼
き
を
し
た
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　

お
じ
さ
ん
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
特
別
て
ん
の
ヒ

ロ
シ
マ
・
原
ば
く
て
ん
へ
行
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
原
ば
く
の
子
の
ぞ
う
の

モ
デ
ル
に
な
っ
た
佐
々
木
さ
だ
子
さ
ん

が
、
病
院
の
薬
紙
で
折
っ
た
つ
る
や
、

熱
で
と
け
た
お
金
、
原
ば
く
が
落
と
さ

れ
た
8
時
15
分
で
止
ま
っ
て
い
る
う
で

時
計
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を
見
ま
し

た
。

　

ぼ
く
は
、
絶
対
に
、
戦
争
は
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。今
ま
で
も
、

そ
う
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
今
回
ピ
ー

ス
お
お
さ
か
に
行
っ
て
、
今
ま
で
以
上

に
、
強
く
そ
う
思
い
ま
し
た
。

　

今
、
日
本
は
戦
争
を
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
世
界
中
で
は
、
戦
争
を
し
て
い
る

国
が
、ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

日
本
だ
け
が
戦
争
を
し
な
い
の
で
は
な

く
世
界
中
か
ら
戦
争
を
な
く
し
て
い
き

た
い
で
す
。

（
こ
の
作
文
は
、
４
年
生
の
と
き
の
も

の
で
す
。）

人権作文
〈心の窓〉

fi le.166

「ピースおおさか」

児　童　書

「チムとゆうかんなせんちょうさん」
エドワード・アーディゾーニ作・絵
福音館書店

　チムは航海の話
を聞いているうち
に、船乗りになり
たくなってしまい
ました。
　ある日、沖に泊
まっている汽船ま
で連れていってもらい、中に隠
れました。発見されて、船長に
たいそうしかられましたが、念
願のボーイにしてもらって懸命
に働き、船員や船長に、気に入
られるようになりました。
　そんなある日、大嵐がきて、
逃げ遅れたチムは、ブリッジで
自分の船を捨てないで、がんばっ
ている船長をみつけました。二
人は恐ろしい海と闘います・・・。
　船の生活や大自然の恐怖をチ
ムとともに体験でき、困難に立
ち向かい生き抜いた喜びや自信
が伝わってくる冒険絵本です。

かたの子ども文庫連絡会　木曽玲子

図書だより

郡津小 5 年

藤
ふ じ た
田　樹

い つ き
木さん

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書
インターネットや携帯の危険から身をまもる
　ポプラ社
少女海賊ユーリ指輪のちかい
　みおちづる　童心社
やさいのせなか
　きうちかつ　福音館書店
おさるのやま
　いとうひろし　講談社
おこりんぼの魔女のおはなし
　ハンナ・クラーン　早川書房
かいけつゾロリの大どろぼう
　原ゆたか　ポプラ社
ちょっとスローにみちる流
　ショートみちる　小峰書店

デジタルとアナログ
　木村暁朋　PHP研究所
育てて楽しむペット植物
　家の光協会
谷千春のよくわかる手話
　谷千春　ナツメ社
きものでわくわく
　大橋歩　マガジンハウス
ひとりずもう　
　さくらももこ　小学館
10分でできる！子どもの好きなおやつ
　山崎典子　文化出版局
震度0
　横山秀夫　朝日新聞社
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私
市
小
学
校
の
夏
休
み
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
「
サ
マ
ー
in
私
小
」が
、

今
年
も
７
月
21
日（
木
）か
ら
29
日

（
金
）ま
で
行
わ
れ
、
の
べ
７
０
０

人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
日
頃
の
授

業
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
の
26
日
（
火
）、
琴
の

音
に
引
か
れ
て
、
ま
ず
３
階
の
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
へ
。地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
近
藤
道
男
さ
ん
の
指
導

す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
「
琴
を

ひ
い
て
み
よ
う
」で
、
こ
の
日
の

参
加
者
は
男
子
２
人
、
女
子
６
人

の
計
８
人
。漢
数
字
に
よ
る
独
特

の
譜
面
を
見
な
が
ら
、
近
藤
さ
ん

の
「
ソ
ー
レ
」の
か
け
声
で
、
練
習

曲
の
合
奏
が
始
ま
り
ま
す
。

　

１
階
の
図
工
室
で
は
、「
捨
て
ら

れ
る
木
に
も
う
一
度
命
を
！
」を

テ
ー
マ
に
、
熊
の
飾
り
づ
く
り
。

や
は
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
熊
野
稔

さ
ん
が
指
導
し
て
、
子
ど
も
た
ち

は
助
手
役
の
お
母
さ
ん
４
人
と
一

緒
に
な
っ
て
、
電
動
糸
ノ
コ
を
操

作
。「
怖
い
け
ど
面
白
い
」と
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

２
階
会
議
室
で
は
「
絵
画
に
親

し
も
う
」。指
導
は
教
頭
の
古
賀

啓
三
郎
先
生
。個
展
・
会
員
展
歴

20
回
と
い
う
プ
ロ
並
み
の
先
生

の
「
花
を
見
て
描
く
絵
で
一
番
大

事
な
の
は
線
」と
の
説
明
に
納
得
。

画
用
紙
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
が
４
年
目
に
な
る
「
サ

マ
ー
in
私
小
」は
、
水
泳
教
室
、
基

礎
・
基
本
（
算
数
）コ
ー
ス
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
コ
ー
ス
の
３
つ
が
柱
。な

か
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
に
は

メ
ニ
ュ
ー
が
の
べ
33
も
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
琴
、
陶
芸
、

木
工
、
囲
碁
の
４
教
室
で
は
、
地

元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

が
先
生
役
を
務
め
て
い
る
の
が
特

徴
で
、
囲
碁
の
教
室
に
は
６
段
の

プ
ロ
棋
士
も
登
場
し
て
会
場
を
沸

か
せ
る
一
幕
も
。ま
た
、
20
数
人

の
先
生
も
夏
休
み
返
上
で
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
企
画
を
練
り
、

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

校
長
の
井
上
秀
正
先
生
は
、「
日

頃
の
授
業
で
は
で
き
な
い
こ
と
を

や
ろ
う
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

や
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
始
め
た
の

で
す
が
、
地
元
の
人
た
ち
と
先
生

の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
、
と

て
も
で
き
ま
せ
ん
。地
元
に
は
リ

タ
イ
ア
し
た
能
力
あ
る
人
が
埋
も

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。先
生
た

ち
に
も
得
意
技
を
出
し
て
も
ら
っ

て
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

と
い
う
気
持
ち
が
な
い
と
で
き
ま

せ
ん
。感
謝
、
感
謝
で
す
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

学
校

Topi
cs

トピ
ック
ス

私
市
小
学
校

サ
マ
ー 

in  

私
小

難しい譜面を

見ながら琴の演奏

（琴をひいてみよう）

真剣な目つきで電動糸ノコを操作

（捨てられる木にもう一度命を！）



17.09.01 (34)

市民Ｑ＆Ａ　　は～い！こちらは広報です今回のテーマ「給食の献立」

  

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
お
変
わ

り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　

８
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
た「
交
野
ま
つ
り
」は
、
今
年
も
大
成

功
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ

や
模
擬
店
な
ど
に
参
加
さ
れ
た
み
な
さ

ん
、
企
画
進
行
に
奮
闘
さ
れ
た
実
行
委
員

会
の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
、
今
年
の
ま
つ
り
も
初
日

に
激
し
い
雷
や
雨
が
襲
い
ま
し
た
。

　

35
度
を
超
え
る
暑
さ
の
中
、
ス
コ
ー
ル

の
よ
う
に
降
る
雨
を
眺
め
な
が
ら
、
亜
熱

帯
に
住
ん
で
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
捕
ら
わ

れ
ま
し
た
。日
本
の
気
候
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
思
い
で

し
た
。

　

今
年
２
月
に
は
、
21
世
紀
以
降
、
地
球

温
暖
化
問
題
に
対
し
人
類
が
中
長
期
的
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を
定

め
た
京
都
議
定
書
が
発
効
し
ま
し
た
。

　

市
で
も
各
ご
家
庭
で
の「
環
境
家
計
簿
」

付
け
、
市
役
所
で
の
28
度
冷
房
、
エ
コ
ス

タ
イ
ル
の
実
施
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
環
境
自
治
体
会
議
」
や
「
地
球

環
境
を
考
え
る
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
」
に
職

員
と
と
も
に
参
加
し
て
、
今
後
の
環
境
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

次
の
世
代
が
豊
か
な
環
境
の
中
で
の
び

の
び
と
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
交

野
の
環
境
を
守
り
、
地
球
環
境
の
保
全
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
東

倉
治
の
養
豚
場
跡
地
に
放
置
さ
れ
て
い
た

廃
油
入
り
の
ド
ラ
ム
缶
の
処
理
が
先
月
で

完
了
し
ま
し
た
。周
辺
の
環
境
へ
の
負
荷

を
か
け
る
恐
れ
も
な
く
な
り
、
ホ
ッ
と
胸

を
な
で
お
ろ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
か
続
き
ま
す
。健
康

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

さいくる
とーく

　　中田仁公

其の14

市長の

Ｑ 　

学
校
の
給
食
に
は
、
毎
日
い
ろ
い
ろ

な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

N
さ
ん

Ａ 　

学
校
の
給
食
は
、

①
必
要
な
栄
養
が
取
れ
る
こ
と

②
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と

③  

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と

　

 

の
３
点
に
注
意
し
な
が
ら
栄
養
士
が
献

立
案
を
作
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
長
、
学

校
給
食
担
当
教
諭
の
代
表
な
ど
で
組
織

す
る
学
校
給
食
献
立
作
成
・
指
導
委
員

会
で
決
め
て
い
ま
す
。

　

 　

ま
ず
、
栄
養
の
面
で
は
文
部
科
学
省

が
定
め
た
、
児
童
・
生
徒
が
健
康
と
成

長
を
維
持
す
る
た
め
に
取
る
べ
き
平
均

栄
養
所
要
量
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ

の
基
準
を
満
た
す
よ
う
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
代
の
食
事
に
は
不
足
し
が
ち

な
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
は
、
や
や
多
く
す

る
よ
う
に
し
た
り
、
食
物
繊
維
な
ど
を

多
く
取
れ
る
よ
う
、
ご
飯
は
、
麦
10
％

入
り
の
麦
ご
飯
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

次
に
、
安
全
面
で
は
、
で
き
る
だ
け

　

 

国
内
産
の
食
材
を
使
い
、
加
工
食
品
・

冷
凍
食
品
も
で
き
る
だ
け
食
品
添
加
物

が
入
っ
て
い
な
い
も
の
を
選
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
交
野
で
生
産
さ
れ
る
、
玉

ね
ぎ
や
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
米
な
ど
の

新
鮮
な
農
作
物
を
積
極
的
に
使
い
、
安

心
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
 　

最
後
に
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
、
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
、

和
食
・
洋
食
・
中
華
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
献
立 

に
な
る
よ
う
に
し
て

　

 

い
ま
す
。

第
１
・
２
給
食
セ
ン
タ
ー
（
℡
８
９
１
・
０
０
９
８
）

みなさんの疑問や
ご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみなさ
んが市役所の仕事や手続きなどで、
日ごろから疑問に思っていること
を質問していただき、お答えする
コーナーです。
　はがきや封書、ファクス、メー
ルに住所、氏名、電話番号を必ず
記入して、広聴広報課へお寄せく
ださい。
送付先　
　 〒576－8501　交野市役所広聴
広報課「は～い！こちらは広報で
す」係
　℻ 891・5046
　e-mail:kouhou@city.katano.osaka.jp
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法律相談=市民に限る=（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人（予約制）
夜間法律相談＝市民に限る＝（弁護士）
　22日（木）18時～21時、市役所別館、定員6人（予約制）
　 【法律相談、夜間法律相談の予約は相談日の1週間前
（休日の場合はその翌日）の9時30分から電話で広
聴広報課（℡   892・0121）】

登記相談（司法書士・土地家屋調査士）
　14日（水）13時～15時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　10日（土）倉治図書館、16日（金）市役所別館
　いずれも13時～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 27日（火）13時～16時、市役所別館
行政書士市民無料相談（行政書士）
　28日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　広聴広報課（℡   892・0121）

心身障害者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 第1・3水曜日、13時～16時、ゆうゆうセンター
身体障害者・知的障害者・精神障害者でんわ相談
　（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～ 17時30分、障害福祉係
でんわ高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～17時30分、ゆうゆうセンター
内基幹型在宅介護支援センター（℡   894・3325）

精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日　10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火曜・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　福祉サービス課（℡   893・6400　℻   891・6241）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　2日（金）と16日（金）13時30分～15時、青年の家
　13日（火）と27日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・栄養士）
　 毎日9時～正午と13時～17時30分（℡   893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡   893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～17時30分、ゆうゆ
うセンター　事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2
階（℡  891・5003）

就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡   892・
0121）

※問い合わせ　商工観光課（℡  892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡  893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡  892・0121）

女性相談（女性相談員）
　 1日（木）10時～12時30分、市役所別館、定員3人（予
約制）、予約は電話で人権政策室（℡   892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　15日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　人権政策室（℡   892・0121）

教育相談（教育相談員）
　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡   892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員）
　毎週木曜日13時～19時、青年の家学務課
※問い合わせ　学務課（℡  810・0522）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日10時～17時30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

9月   7 日
（第 1水曜）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

9 月 14 日
（第 2水曜）

9 月 14 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

9 月 21 日
（第 3水曜）

9 月 21 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

9 月 28 日
（第 4水曜）

9 月 28 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

9 月   7 日
（第 1水曜）

9 月のごみ収集日
問い合わせ
　粗大ごみ予約受付センター（℡   891・5

ご

3
み

7
な

4
し

　午前 9時～午後4時）
　環境事業所（℡   892・2471）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は
粗大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。（詳しくは「家庭ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）

法　

律
・
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子
育
て
・
教　

育
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し

健　

康
・
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９月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

育児相談（主任保育士・園長）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡   891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡   892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡   892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡   892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園
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交野市弓技連盟アーチェリークラブ
　10 月 29 日（土）までの毎
週土曜日午後 1 時～ 6 時、交
野ワーキングエリア内多目的広
場。対象・定員は市内在住・在
勤の人10人。入会金 1,000円。
指導はアーチェリー部顧問の
成宮一男さん。［申・問］練習
日に直接会場か、堀内さん（℡  
893・2641）

LA － NOMステンドグラス
　毎月第 2・4水曜日午後 1時
～ 4時 30分、青年の家。初心
者歓迎。楽しい仲間と楽しみな
がら手づくりしましょう。月会
費 3,000 円。［申・問］野村さ
ん（℡   893・8271）

手作りパンとお菓子教室
　10 月～ 18 年 3 月の毎月第
1土曜日午後１時～4時、ゆう
ゆうセンター 3階調理実習室。
対象・定員は小学3年生～中学
生20人。会費1万2,000円（6
回分の材料費含む）。［申・問］
六反田さん（℡   852・2203）

ロータリーの親善交流員
　18 年 4 月 30 日（日）～ 6

月 4 日（日）にスウェーデン
の福祉社会をホームステイで体
験。対象・人数は、団長 1 人
が地域内のロータリークラブ会
員で会長か、それに準ずる役職
経験者 1 人、団員は 25 ～ 40
歳で、会社で専門職 2 年以上
の 4 人。［申・問］9 月 15 日
（木）までに交野ロータリーク
ラブ（℡   893・3700）

障害児（者）親の会バザー用品
　10月 27日（木）午前 10時
～午後 1 時、ゆうゆうセンタ
ー 4 階多目的ホール。バザー
商品（新品）の提供をお願い
します。主催は交野市障害児
（者）親の会。［問］寺前さん（℡  
892・3745）か、仲野さん（℡  
893・2203）か、桑山さん（℡  
893・3704）

くらじワークセンター指導員募集
　
　9月中旬から、知的障害者の
人と一緒に作業をしてくれる人
を募集します。
勤 務時間　月 14 日以内で、午
前 9時～午後 4時。土曜・日
曜日、祝日は休み。夏期・冬
期の休みあり

［ 申・問］　9 月 7 日（水）まで
にくらじワークセンター（℡  
894・0437）

第 28回交野が原賞
　小・中・高校生の詩を集めて行われた第 28回「交野が原賞」の審査結果が発
表されました。総作品数 254編のうち、特選 6編、入選 26編、佳作 17編でした。
受賞者は次のとおり。敬称略。
特　選

　  ▽埜辺綾香（星小 3年）「時間」 ▽平山瑞幾（岩小 3年）「おまつりのかめ」 ▽上野弘
樹（郡小 6年）「雨雲」 　 ▽吉田愛（4中 3年）「晴天」 ▽上野彩（四條畷高 1年）「門」

▽西岡彩乃（四條畷高 3年）「深海、青い色の宝石」
入　選

　  ▽中津知輝（倉小 1年） ▽やまなかみく（妙小 1年） ▽吉田楓（妙小 1年） ▽ねもと
あすか（交小 1年） ▽松村美夏子（郡小 2年） ▽岡田智実（妙小 3年） ▽川端大翔（妙
小 3年） ▽早川詩音（長小 3年） ▽畠中美緒（倉小 3年） ▽高松麗花（郡小 4年） ▽

馬場咲良（郡小 4年） ▽藤田陽光（郡小 4年） ▽北口美佑（旭小 4年） ▽中道あみ（妙
小 5年） ▽西澤美江（妙小 5年） ▽吉岡真智子（交小 5年） ▽塚田真悠（星小 5年）

▽福田真梨花（倉小 5年） ▽岩村絵理（倉小 5年） ▽岡田哲志（妙小 6年） ▽内掘さほ（長
小 6年） ▽馬場紗里（長小 6年） ▽浜田有理（長小 6年） ▽松田澪奈（長小 6年） ▽

上原功士（青森山田高 2年） ▽窪田めぐみ（宮崎県立高城高 3年）
佳　作　

　  ▽中川真海（星小 2年） ▽おく田ゆうき（交小 3年） ▽窪村有真（郡小 4年） ▽佐藤佑樹（郡
小 4年） ▽中川真佑（私小 4年） ▽山田江美香（岩小 4年） ▽つね石こう平（妙小 5年）

▽松井佳宏（妙小 5年） ▽高橋さくら（交小 5年） ▽岡田心（交小 5年） ▽塩田雄大（交
小 5年） ▽後藤碧（倉小 5年） ▽櫻井美月（倉小 5年） ▽大良有香（岩小 5年） ▽山
下純輝（長小 6年） ▽藤田優介（1中 1年） ▽堂馬舞人（3中 1年）

［問］交野詩話会（℡   892・0473）

  善　　意　●●●

善意銀行
　交野市社会福祉協議会の善意
銀行に、預託していただきまし
た。

▽ 松塚の岡本功さんから、2万円

▽  京いみ子後援会からチャリテ
ィバサー募金などの一部、2
万 4,423 円

▽  匿名（松塚）5万円（指定預
託で松塚地区連絡協議会に 3
万円）

▽  私部の川東義男さんから、私
部チャリティ田園の売上金 7
月分 3 万 1,115 円（指定預
託で（社福）日本ライトハウ
スと子どもゆうゆうセンター
残りを善意銀行へ）

▽市消防団星田分団から、星田
　サマーフェスティバルの募金
　8,294 円

第12回
青空フリーマーケット

と　き　10月 16日（日）
 ※雨天の場合は10月23日（日）
と ころ　いきいきランド交野
ミルキーウェイ
内 　容　不要な家具、衣類、
日用品を持ち寄る
参加費　1,000 円
［申 ］　9月 25 日（日）〈消印
有効〉までに往復はがき
で〒 576 － 0052　交野
市私部 2－ 29－ 1　交野
市女性団体連絡協議会

［問 ］　蔦田さん（℡   891・
4188）か、山本さん（℡  
891・6833）
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  ハイキング　●●●

虚空蔵山
　9 月 10 日（土）午前 7 時
40 分、交野市駅改札前集合。
JR福知山線藍本駅－虚空蔵堂
－虚空蔵山山頂。大人向き約 8
㌔。定員20人。参加費300円。
交通費約 2,600 円。同時に交
野市民ハイク会員も募集。入会
金700円。年会費6,000円。［申・
問］岩本さん（℡   892・0167）

伏見散策～歴史と水の町伏見～
　9 月 11 日（日）午前 9 時
30 分、京阪中書島駅前集合。
雨天決行。コースは寺田屋－
三十石舟－龍馬通－御香宮な
ど。参加費 3,000 円（昼食代・
乗船代など、事前振り込み）。
定員 30人。主催はウェルネス
啓発センター。［申・問］𠮷田
さん（℡   891・2370）

柏原市高尾山（277 ㍍）
　9 月 24 日（土）午前 8 時、
河内磐船駅集合。雨天中止。京
橋－鶴橋－近鉄法善寺。コー
スは駅－創造の森－高尾山－堅
下駅。一般向き 6 ㌔。参加費
200円。交通費2,000円。［申・
問］鶴園さん（℡   891・6002）

奈良飛鳥路
　10 月 1 日（土）午前 7 時
50 分、河内磐船駅集合。雨天
中止。京田辺－近鉄新田辺－橿
原－飛鳥。コースは駅－歴史公
園－高松塚古墳－橘寺－石舞台
－岡寺－亀石－飛鳥駅。一般向
き 10 ㌔。参加費 200 円。交
通費 2,000 円。［申・問］鶴園
さん（℡   891・6002）

交野着物着付同好会A
　毎週土曜日（10月 1日から
16 回）午前 10 時～正午、武

練習日に直接会場［問］久保田
さん（℡   892・5112）

交野弓技連盟弓道部
　①毎週日曜日午後 1時 30分
～ 3 時 30 分②毎週水曜日午
前 9 時 30 分～ 11 時 30 分③
第３以外の水曜日午後 1時 30
分～ 3時 30分、ゆうゆうセン
ター屋上弓技場。対象・定員は
①・② 16歳（高校生）以上の
人。③ 60 歳以上の人。各 10
人。入会金2,000円。月会費①・
②6,000円（3か月）③4,000
円（3か月）［申］①9月18日（日）
② 9 月 14 日（水）③ 9月 14
日（水）に直接会場。［問］古
澤さん（℡   892・7391）

ウェルネス土曜塾（体験学習）
　10 月～ 18 年 2 月の毎月第
2・4 土曜日午前 9 時 30 分～
正午、交野郵便局・サプリ村野
ほか。対象・定員は小学 3 年
～ 6 年生 20 人。会費 5,000
円（半年）。年賀状作り・料理・
陶芸・昔の遊びなど。［申・問］
加堂さん（℡   857・8116）

錦心流琵琶卓水会交野分会
　毎月第 1・3土曜日午後 1時
～5時と午後5時～9時30分、
ゆうゆうセンター。第 2・4土
曜日午後 1 時～ 5 時と午後 5
時～ 10時、東幾野ふれあい館。
初心者歓迎。入会金 2,000 円。
月会費 1,000 円。教師は稲葉
卓水さん。［申・問］稲葉さん（℡  
891・9202）

なんでもくらぶ地球環境を考える会
　9 月 7 日（水）、10 日（土）
13 日（火）午前 9 時 10 分～
正午、ゆうゆうセンター。毎月
第 1金曜日、第 2火曜・土曜日。
ケナフ染絵手紙、山基流イメ
ージレター・ライトアンドシェ
イドを楽しむ。定員 30人。会
費 500 円（2回）。指導は山基
流の山本もと子さん。［申・問］
山本さん（℡   893・8918）

道館 2階。対象・定員は市内在
住・在勤の女性 15人。持ち物
は筆記用具・サラシ（5㍍）・針・
ハサミ・ものさし・コマ糸30番。
月会費 2,500 円。指導は浪速
きつけ研究会講師の藤谷葉子さ
ん。［申・問］直接会場または、
藤谷さん（℡   891・5674）か、
新谷さん（℡   892・8870）

新日本婦人の会「赤ちゃん小組」
　毎月第 1・3・4 金曜日午前
10 時 15 分～正午、ゆうゆう
センター。赤ちゃん体操、絵本
の読み聞かせ、お母さんの交流
など。対象は 3 か月～ 1 歳半
まで。定員 20 人。入会金 100
円。月会費 1,000 円。［申・問］
小阪さん（℡   891・4632）

交野市書道同好会
　毎月第 2・4 火曜日午前 10
時～正午と午後 2時～ 4時か、
毎月第 2・4水曜日午後 1時～
3時と午後 6時～ 8時、青年の
家203号室。漢字・かな・実用書・
毛筆ペン。対象・定員は初心者
の成人15人。入会金2,000円。
月会費 2,800 円。講師は書家
の生田碧雲さん。［申・問］生
田さん（℡   891・0138）

交野学生書道会
　毎月第1・2・3水曜日午後1
時～ 4時 30分、青年の家 202
号室。ひらがな・漢字の練習。
対象は5歳～小学校6年生。定
員 10人。入会金 1,000 円。月
会費1,800円。講師は日本教育
書道連盟師範の生田松雪さん。
［申・問］直接会場か、生田さ
ん（℡   891・0138）

交野社交ダンス同好会（水曜会）
　毎週水曜日午後 6時 25分～
（初級）、午後7時25分～（中級）、
ゆうゆうセンター 4階。対象・
定員は初・中級者若干名。入会
金2,000 円。月会費 3,500 円。
指導は元 A級プロの藤戸哲仁
さん。見学・無料体験あり。［申］
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衣類・本・小物などを販売。
出店者も募集。参加費は 500
円。主催は作業所クローバー。
［申・問］上野さん（℡   894・
4822）

くらしの相談会
　毎月第 3火曜日の午後 4時
～５時、作業所クローバーでく
らしの相談会を行っています。
リストラ・多重債務・教育・税金・
年金のことなど、何でもご相談
ください。［問］枚方交野生活
と健康を守る会交野係の向井さ
ん（℡   090・3352・6057）

グループ遊陶展
　9月 24日（土）～ 25日（日）
午前 10 時～午後 5 時（25 日
は午後 4時まで）、青年の家１
階ロビー。グループ遊陶 30人
による陶芸の作品展示。［問］
坂口さん（℡   891・1040）

第 22回歌唱発表会
　9 月 25 日（日）午前 11 時
30 分（開場）～午後 4時、ゆ
うゆうセンター4階交流ホール。
カラオケ歌唱発表会。入場無
料。主催は交野歌謡同好会。［問］
奥野さん（℡   891・3838）　

「第2回How to 介護・調理実習」
　9 月 28 日（水）午後 1 時
30 分～ 3 時 30 分、ゆうゆう
センター 3 階調理実習室。参
加費 400 円。持ち物は筆記用
具、エプロン、三角巾。［申・問］
9 月 20 日（火）までに浜崎さ
ん（℡   894・1798）

交野クラフト倶楽部クラフト展
　9 月 29 日（木）～ 10 月 2
日（日）午前 10時～午後 6時（2
日は午後 5時まで）酒造会社
（森南 3 － 12 － 1　℡   891・
0353）で、クラフト展示会
を開催。入場無料。木工・陶
芸・染織・漆・紙・ガラスなど
500点を展示。体験あり。［問］
今堀さん（℡   893・6300）

  大会結果　●●●

第8回市長杯争奪戦グラウンドゴルフ大会
　7月 8 日（金）、私部公園グ
ラウンドで 149 人が参加して
開かれました。上位の成績は下
記のとおり。敬称略。
①中野清治（天野が原町）
②小西正泰（天野が原町）
③冨田巖（星田）

17 年度子供ピンポン大会
　7 月 17 日（日）、いきいき
ランド交野で、27 人が参加し
て開かれました。上位の成績は
下記のとおり。敬称略。

▽低学年の部
　①新原輝（長宝寺小 3年）
　②江口哲平（郡津小 3年）

▽高学年の部
　①中出成（私市小 5年）
　②奥野修司（郡津小 5年）

第 26回交野市空手道選手権大会
　7月 3 日（日）、いきいきラ
ンド交野で、250 人が参加し
て開かれました。優勝者は下記

のとおり。敬称略。
［個人形の部］

▽幼稚園
　橋本広之

▽小学生男子
　1年　伊藤淳希
　2年　山本大輝
　3年　坂口悦史
　4年　清水芳隆
　5年　山崎浩之
　6年　川島健吾

▽小学生女子
　1年　井下和奏
　2年　加藤七星
　3年　中村柚女
　4年　野路実咲
　5年　北田佳麗
　6年　清水奈歩

▽中学 1年　
　野路愛実

▽中学 2・3年　
　高津晃大

▽高校・一般　
　浦孝之
［個人組手の部］

▽小学生男子　
　3年　橋本耕平
　4年　山本賢斗
　5年　橋本裕作
　6年　森本公人

▽小学生女子
　3・4年　野路実咲
　5・6年　早川香菜

▽中学 1年男子　
　足立聡志

▽中学 2・3年男子　
　北尾和己

▽高校・一般　
　池渕昌樹
［団体形の部］

▽小学 1・2年　
　協会青山A

▽小学 3・4年　
　青山A

▽小学 5・6年　
　青山A
［団体組手の部］

▽小学 3・4年　
　誠志館

▽小学 5・6年　
　誠志館A

アトリエ星の村グループ絵画展
　10月 1日（土）～ 9日（日）
午前 9時 30 分～午後 5時（1
日は午後 1時～、9日は午後 3
時 30 分まで）、青年の家１階
ロビー（月曜休館）。主催はア
トリエ「星の村」。［問］奥田さ
ん（℡   891・5671）

読書会
　10 月 4 日（火）午前 10 時
～正午、青年の家 202 号室。
「銀のうでのオットー」（偕成
社文庫）、「運命の騎士」（岩波
書店）の感想を語り合う。参加
費 500 円。講師は大谷朝さん。
主催はかたの子ども文庫連絡
会。保育（2歳以上１人400円）
希望は 9月 27日（火）までに
石倉さん（℡   892・0219）［問］
石倉さん
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人口と火災・救急
7 月末の市の人口（前月比）

　人　口　79,465 人　（－   98）
　　男　　38,973 人　（－ 112）
　　女　　40,492 人　（＋   14）
　世帯数　29,556      （－ 114）

7 月の火災と救急
火災   0 件 　　救急　215件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消
防サイレンを鳴らします。

　取材中に救急出動指令があ
り、隊員達は緊張した面持ち
で、急ぎ現場へ向かっていき
ました。
　その場に残された私には、
救急車が、助けを待つ人の元
へ一刻も早くたどり着くこと
を祈るばかりでした。（さ）

嵐ヶ丘絵画展
　9月 2日（金）～ 11日（日）
午前 10 時～午後 5 時（11 日
は正午まで）、青年の家 1 階
ロビー。［問］廣岡さん（℡  
891・2219）

第9回カラオケグランプリ大会
　9 月 4 日（日）午前 10 時
30 分（開演）、星の里いわふ
ね。入場無料。歌自慢のみなさ
んの競演です。ゲスト歌手も招
きます。お花が当たるお楽しみ
抽選会もあり、みなさまのご来
場をお待ちしています。［問］
交野歌謡クラブの荒井さん（℡  
891・9757）

はなきんくらぶ
　9月 9 日（金）午後 1時 30
分（開場）～４時、ホーム明星
（星田 8－ 6－ 7）。カラオケ・
囲碁・将棋など。対象は市内在
住の 60歳以上の人。参加費無
料（喫茶は有料）。主催は（社福）
豊年福祉会。［問］浜崎さん（℡   
894・1798）

陶器と食器市
　9月 12日（月）～ 22日（木）
午前 11時～午後 2時、作業所
クローバーで陶器と食器市を行
います。夏物、冬物を大廉売し
ます。ぜひお越しください。第
3バザー（9月 17日〈土〉）も
しています。［問］上野さん（℡  
894・4822）

介護予防講座
～お口の健康から始めませんか！！～
　9 月 12 日（月）午後 1 時
30 分～ 3 時 30 分、ゆうゆう
センター 3階団体共用ルーム。
嚥
え ん げ

下リハビリ、入れ歯の脱着・
管理など。講師は竹本悦子さ
ん。定員は先着 30人。持ち物
は筆記用具。参加費無料。［申・
問］在宅介護支援センター天の

川（℡   894・1029）

交野洋画同好会・秋期展
　9 月 13 日（火）～ 18 日
（日）午前 9 時 30 分～午
後 4 時 30 分（18 日は午後
4 時まで）、青年の家１階ロ
ビー。同好会会員の油絵・
水彩画・パステルなど多様
な作品を約 40 点展示しま
す。［申・問］南郷さん（℡  
892・5287）

オストメイト（人工肛門）講演会
　9月 17 日（土）午後 1時
30 分～ 4時、ラポール枚方
4階大研修室。スキントラブ
ル体験談と講演、メーカー展
示あり。定員 100 人。参加
費無料。［問］金澤さん（℡  
891・2165）か西澤さん（℡  
090・3627・3308）

車いすフォークダンス
インストラクター養成講座
　9 月 18 日（日）午前 10
時～午後 3時 30分、ボラン
ティアセンター。車いす使
用者とフォークダンスを安
全に踊るインストラクター
養成講座。定員 10人。受講
料 3,000 円。指導は岡崎佳
世子さん。主催はNPO法人
車椅子レクダンス普及会交
野支部。［問］窪田さん（℡  
892・8859）

消費生活展～身近な生活を考えよう～
　9月 20日（火）・21日（水）
午前 10時～午後４時、青年
の家 1 階ロビー。生ごみ減
量の実践パネル展示ほか、体
温計・キッチンスケール・ヘ
ルスメーター無料検査。主
催は交野市消費生活問題研究
会［問］同研究会（℡   892・
8568）

フリーマーケット
　9 月 24 日（土）午前 10
時～午後 2 時、松塚公園。
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　8月6日（土）・7日（日）、第22回交野まつり
が開かれ、会場の私部公園グラウンドは、大
勢の市民でにぎわいました。
　2年連続の夕立に見舞われましたが、来場
者の熱気で、雨を吹き飛ばしていました。

谷
たにさわ

澤  凛
りん

です　平成16年10月20日生
（写真右）　

　　  蘭
らん

です　平成16年10月20日生
（写真左）　

「蘭と凛はパパとママの宝物だよ！」

（倉治）　

笠
か さ い

井  天
あ れ ん

蓮です　平成16年10月16日生
（写真右）

　　  心
し お ん

温です　平成16年10月16日生
（写真左）

「仲良しTWINSでーす！！

愛を込めて☆Dad&Mom」

（藤が尾）


